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特集 全国医師ゴルフ選手権大会開催

第
1
回
全
国
医
師
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
は
、日

本
医
師
会（
日
医
）と
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合

会（
全
医
協
連
）と
の
共
催
の
か
た
ち
で
5
月
4

日
岐
阜
県
・
岐
阜
関
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
岐

阜
関
C
C
）で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

前
夜
祭
か
ら
始
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
大
会
全
貌
を
報

告
し
、
そ
の
開
催
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

大
会
開
催
ゴ
ル
フ
場
と
な
っ
た「
岐
阜
関

C
C（
写
真
1
）」は
、
も
と
も
と
広
大
な
敷
地

と
7
0
0
0
ヤ
ー
ド
を
越
す
難
コ
ー
ス
で
あ
っ

た
が
、
本
年
10
月
開
催
さ
れ
る
日
本
ゴ
ル
フ
界

に
お
け
る
4
大
タ
イ
ト
ル
の
最
高
位
と
言
わ
れ

る「
日
本
オ
ー
プ
ン
」に
向
け
て
、
3
年
前
か
ら

慎
重
か
つ
大
胆
に
コ
ー
ス
改
造
を
積
み
重
ね
て

き
た
。日
本
ゴ
ル
フ
協
会
の
数
回
に
亘
る
視
察
・

改
修
指
示
に
よ
り
、
最
終
的
に
は「
7
0
2
8

ヤ
ー
ド
・
パ
ー
70
」と
い
っ
た
さ
ら
な
る
超
難

関
コ
ー
ス
に
改
造
さ
れ
、「
日
本
オ
ー
プ
ン
設

定
」が
決
定
さ
れ
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
岐
阜
関
C
C
で
は
す

で
に「
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手
権
」、「
日
本
女

子
オ
ー
プ
ン
」、「
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
選
手

権
」を
開
催
し
て
お
り
、「
日
本
オ
ー
プ
ン
」開

催
に
よ
り
こ
れ
で
日
本
ゴ
ル
フ
4
大
タ
イ
ト
ル

を
す
べ
て
開
催
し
た
ゴ
ル
フ
場
と
な
り
、
国
内

ゴ
ル
フ
場
で
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
超
難
関
コ
ー
ス
と
い
っ
た
情
報
が

全
国
に
流
布
さ
れ
て
か
、
本
年
3
月
に
入
っ
て

い
く
つ
か
の
県
代
表
選
手
と
思
わ
れ
る
先
生
方

平成29年5月、第1回全国医師ゴルフ選手権大会
全国医師協同組合連合会 副会長　小

こ

林
ばやし

　博
ひろし

無事、戦い終わって
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か
ら
の
練
習
ラ
ウ
ン
ド
申
し
込
み
が
急
増
、
さ

ら
に
大
会
前
日
の
3
日
午
前
11
時
か
ら
の
指
定

練
習
ラ
ウ
ン
ド
は
40
名
の
予
約
予
定
で
あ
っ
た

が
申
し
込
み
が
続
出
・
超
大
幅
に
拡
大
し
、
実

際
に
は
79
名
が
挑
ん
だ
。
そ
の
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト

後
の
感
想
は
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方
か
ら「
難
し

い
！
」の
一
言
で
あ
っ
た
。
今
回
の
練
習
ラ
ウ

ン
ド
希
望
者
が
約
80
名
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
、

「
岐
阜
関
C
C
」の
難
易
度
と
本
年
日
本
オ
ー
プ

ン
が
開
催
さ
れ
る
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
全
国

の
医
師
ゴ
ル
フ
ア
ー
に
周
知
さ
れ
た
こ
と
と
な

っ
た
。「
コ
ー
ス
の
難
易
度
と
そ
の
知
名
度
」は

今
後
の
こ
う
し
た
全
国
大
会
開
催
の
あ
り
方
・

運
営
に
関
し
て
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
た
。

そ
の
練
習
ラ
ウ
ン
ド
は
ほ
と
ん
ど
の
先
生
方

に
と
っ
て
は
精
一
杯
と
な
っ
た
ら
し
い
が
、
終

了
後
の
夕
刻
6
時
30
分
か
ら
地
元
岐
阜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
約
1
8
0
名
出
席
の
も
と
懇
親

を
兼
ね
た
前
夜
祭
が
行
わ
れ
た
。
日
本
医
師
会

（
日
医
）温
泉
川
常
任
理
事
と
全
国
医
師
協
同
組

合
連
合
会（
全
医
協
連
）岩
田
副
会
長
と
の
共
同

開
催
宣
言（
写
真
2
）は
、
お
二
人
と
も
会
場
の

雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
た
の
か
緊
張
感
に
溢
れ

て
い
て
、
会
場
か
ら
も
こ
の
大
会
が
格
調
高
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
っ
た

評
価
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

開
会
宣
言
後
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
日
医
・

横
倉
会
長
、
全
医
協
連
・
鮄
川
会
長
の
挨
拶
の

後
、
日
医
・
今
村
副
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。

〈特集〉全国医師ゴルフ選手権大会開催
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特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
御
案
内
し
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
・
森
口
裕
子
さ
ん（
写
真
3
）か
ら
予
定
し

て
い
な
か
っ
た
卓
話
も
あ
り
、「
ゴ
ル
フ
は
敵

を
作
る
も
の
で
は
な
く
、
仲
間
を
作
る
も
の
に

し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
ゴ
ル
フ
道
の
真
髄
の

言
葉
が
あ
っ
た
。
約
2
時
間
の
懇
親
は
、
飛
騨

高
山
ラ
ー
メ
ン
と
奥
美
濃
郡
上
踊
り（
写
真
4
）

で
最
高
潮
に
盛
り
上
が
っ
た
あ
と
、
前
夜
祭
と

し
て
は
早
々
に
中
締
め
と
な
り
参
加
者
は
そ
れ

ぞ
れ
明
日
に
備
え
休
息
・
体
調
管
理
に
入
っ
た
。

大
会
当
日
の
5
月
4
日
の
岐
阜
関
C
C
・
東

コ
ー
ス
は
、「
関
係
者
諸
氏
の
普
段
の
行
い
が
、

そ
の
ま
ま
証
明
さ
れ
た
」ご
と
き
快
晴
・
微
風

の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
全
国
医
師
ゴ
ル
フ
選

手
権
大
会（
以
下
、
本
大
会
）は
、
全
国
都
道
府

県
医
師
会
か
ら
選
抜
さ
れ
た
2
名
に
よ
る
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
戦
73
名
と
そ
れ
に
続
い
て
の
一
般
戦

は
横
倉
会
長
・
鮄
川
会
長
を
は
じ
め
54
名
に
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
森
口
祐
子

プ
ロ
を
加
え
55
名
が
参
加
し
、
テ
ィ
ー
グ
ラ
ン

ド
に
設
置
さ
れ
た
テ
ン
ト
の
中
で
岐
阜
関
C
C 

競
技
委
員
の
説
明
・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け（
写
真

5
）緊
張
の
中
、
午
前
7
時
00
分
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
っ
た
。

予
想
は
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
先
生

方
大
苦
戦
の
ラ
ウ
ン
ド
状
況
の
な
か
で
特
筆
す

べ
き
実
況
と
し
て
は
、
ア
ウ
ト
8
番
と
イ
ン
16

番（
写
真
6
）は
共
に
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
4
9
2
ヤ
ー
ド
、
5
0
2
ヤ



写真6

写真5

5● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.145

ー
ド
と
ま
さ
に
日
本
オ
ー
プ
ン
使
用
と
同
じ
コ

ー
ス
設
定
が
さ
れ
て
お
り
、
各
選
手
は
そ
の
距

離
感
に
圧
倒
さ
れ
混
迷
し
た
プ
レ
ー
が
見
ら
れ

た
。
私
自
身
は
事
前
に
実
測
し
て
お
い
た
が
、

こ
の
二
つ
の
ホ
ー
ル
の
テ
ィ
マ
ー
ク
か
ら
フ
ェ

ア
ウ
ェ
イ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
1
8
5
ヤ
ー
ド
以

上
の
距
離
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ほ

と
ん
ど
の
選
手
、
特
に
一
般
戦
の
先
生
方
の
ド

ラ
イ
バ
ー
・
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ト
は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

ま
で
届
い
て
い
な
か
っ
た
。
い
か
に
日
本
オ
ー

プ
ン
出
場
選
手
が
厳
し
い
飛
距
離
を
求
め
ら
れ

て
い
る
か
、
い
い
経
験
を
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
。

今
年
10
月
の
日
本
オ
ー
プ
ン
で
は
こ
の
2
つ
の

ホ
ー
ル
も
N
H
K
の
放
映
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
お

り
、
実
況
テ
レ
ビ
を
観
戦
し
な
が
ら
是
非
と
も

自
分
の
プ
レ
ー
を
思
い
出
し
な
が
ら
一
流
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
比
較
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

超
難
関
コ
ー
ス
に
大
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
天

候
に
は
恵
ま
れ
ス
コ
ア
無
視
状
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
順
調
に
ラ
ウ
ン
ド
進
行
し
、
予
定
ど
お
り

全
員
が
無
事
に
昼
過
ぎ
に
は
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し

た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
と
し
て
設
定
さ
れ
た
都

道
府
県
医
師
会
対
抗
団
体
戦
の
成
績
結
果（
成

績
表
1
）と
し
て
は
、
鳥
取
県（
藤
瀬
雅
史
先
生
、

永
井
琢
己
先
生
）が
優
勝
し
横
倉
会
長
か
ら
の

優
勝
杯
を
手
に
し
た（
写
真
7
）。
二
人
は
鳥
取

県
か
ら
自
動
車
で
約
6
時
間
半
を
駆
け
て
参
加

で
あ
っ
た
。
な
お
、
今
回
の
日
医
横
倉
会
長
優

勝
杯
は
取
り
き
り
で
は
な
く
、
優
勝
者
の
ネ
ー

〈特集〉全国医師ゴルフ選手権大会開催



成績表1　全国医師ゴルフ選手権大会 チャンピオン戦 2017年5月4日

順位 所属 氏名 NET 氏名 NET 合計NET

優勝 鳥取県医師会 藤瀬　雅史 77 永井　琢己 85 162

準優勝 兵庫県医師会 大江さつき 87 岡田　幸也 77 164

3 静岡県医師会 伊藤　丈詞 78 安達　光宣 87 165

4 徳島県医師会 村田　　豊 88 福島　慎也 78 166

5 北海道医師会 妹尾　秀雄 80 石山　勇司 87 167

6 大阪府医師会 伊賀　正英 82 酒井　亮一 86 168

7 岩手県医師会 瀧山　郁雄 83 齋木　茂温 85 168

8 愛媛県医師会 浦部　　環 83 鎌野　俊哉 87 170

9 栃木県医師会 斎藤信一郎 84 手塚　幹雄 86 170

10 福岡県医師会 島田昇二郎 90 仲野　祐輔 81 171

11 京都府医師会 水野　朝之 83 山添　善博 88 171

12 福島県医師会 笠井　　肇 85 馬場　恵一 87 172

13 広島県医師会 山本　理哉 82 山辺　高司 91 173

14 鹿児島県医師会 相良　晃一 87 上原　裕史 87 174

15 愛知県医師会 安川　龍也 89 岡田　明人 86 175

16 山梨県医師会 五味　俊彦 82 山田　　徹 93 175

17 長崎県医師会 坂上　和平 86 上戸　穂高 90 176

18 岐阜県医師会 田中　勇治 91 小林　　博 85 176

19 埼玉県医師会 柳垣　秀徳 97 坂巻　浩孝 81 178

20 長野県医師会 宮坂　義男 98 中澤　友昭 81 179

21 沖縄県医師会 外間　　浩 91 長嶺　信治 88 179

22 群馬県医師会 吉田　和人 89 古島　吉之 92 181

23 富山県医師会 馬瀬　大助 91 桜井　潤司 90 181

24 熊本県医師会 村上　公輝 92 伊藤　徳浩 90 182

25 茨城県医師会 牛尾　浩樹 88 西田　清一 94 182

26 滋賀県医師会 岡　藤太郎 88 樋上　雅一 95 183

27 大分県医師会 後藤　正幸 101 竹内　善治 83 184

28 宮城県医師会 遠藤　和敬 94 吉永　浩介 90 184

29 奈良県医師会 堀川　巳清 91 藤井　繁昌 97 188

30 新潟県医師会 伊藤　和彦 95 小林　　一 93 188

31 石川県医師会 渡辺　　宏 93 赤丸　智之 97 190

32 秋田県医師会 渡部　英敏 95 小玉　弘之 96 191

33 山形県医師会 大森　典夫 107 結城　正明 87 194

34 佐賀県医師会 濱田　誠司 98 小島　直樹 97 195

35 神奈川県医師会 澤井　博司 100 菊岡　正和 96 196

36 和歌山県医師会 柴森　良之 105 岩崎　　望 96 201
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ム
を
刻
ん
で
の
持
ち
回
り
杯
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
来
年
は
誰
が
ネ
ー
ム
を
刻
み
込
め

る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。

一
方
、
全
医
協
連
が
運
営
担
当
し
た「
一
般

戦（
成
績
表
2
）」は
、
優
勝 

青
木
裕
彦
先
生（
滋

賀
県
）（
写
真
8
）、
準
優
勝 

堀
出
直
樹
先
生（
滋

賀
県
）、3
位 
臼
井
正
明
先
生（
岐
阜
県
）、
B
B

賞 

原
祐
一
先
生（
福
岡
県
）、
更
に「
ど
ま
ん
な

か
賞
」に
は
京
都
・
大
本
一
夫
先
生
が
入
り
ボ

ル
ボ
社
提
供
の
キ
ャ
デ
ィ
バ
ッ
ク
が
贈
呈
さ
れ

た
。な

お
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
・
一
般
戦
双
方
に

提
供
さ
れ
て
い
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞（
ボ
ル

ボ
V
4
0
）は
残
念
な
が
ら
、
達
成
者
は
出
な

か
っ
た
。

和
や
か
な
な
か
に
親
睦
を
兼
ね
た
表
彰
式
も

滞
り
な
く
終
了
し
、
各
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の
結

果
を
確
認
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。
何
人
か

に
岐
阜
関
C
C
の
印
象
を
訊
ね
て
み
た
が
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
先
生
方
か
ら
は「
難
し
か
っ

た
」と「
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
」と
の
異
口
同
音
の

返
答
が
あ
っ
た
。

本
大
会
は
、
全
医
協
連
と
日
医
と
が
共
同
し

音
頭
を
取
っ
て
企
画
・
ス
タ
ー
ト
し
た
。
両
組

織
と
も
に
、
医
師
・
医
療
活
動
の
原
点
で
あ
る



チャンピオン戦 結果発表

団体戦
優勝

鳥取県医師会 合計NET162

藤瀬 雅史先生 OUT 40 IN 37 GROSS 77
永井 琢己先生 OUT 40 IN 45 GROSS 85
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「
学
術
団
体
」・「
親
睦
団
体
」と
し
て
全
国
各
地

域
を
網
羅
し
日
本
の
医
療
に
貢
献
し
て
き
て
い

る
が
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
に

は「
集
合
体
と
し
て
の
組
織
強
化
」が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
本
大
会
参
加

者
の
間
で
得
ら
れ
た
貴
重
な「
親
睦
感
・
一
体

感
」は
全
医
協
連
と
日
医
の
存
在
を
大
き
く
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に

は
よ
り
両
組
織
拡
大
・
強
化
に
繋
が
る
事
は
た

し
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
、「
高
校

野
球
は
甲
子
園
！
」と
同
様
に「
全
国
医
師
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
は
岐
阜
関
C
C
で
」と
し
て
継

〈特集〉全国医師ゴルフ選手権大会開催



　
順位 所属 氏名 OUT IN GROSS H．D NET
29 滋賀県 大槻　鉄郎 48 44 92 14.4 77.6
30 滋賀県 都築　英之 43 54 97 19.2 77.8
31 全医協連 鮄川　　魏 52 56 108 30.0 78.0
32 足立 田中　祥博 52 43 95 16.8 78.2
33 秋田県医師会 工藤　　透 51 46 97 18.0 79.0
34 福岡県医師会 杉　　健三 47 49 96 16.8 79.2
35 富山県 羽柴　謙作 55 47 102 22.8 79.2
36 沖縄県 安里　哲好 50 50 100 20.4 79.6
37 日本医師会 市川　朝洋 50 49 99 19.2 79.8
38 損保ジャパン 桑田　憲吾 56 53 109 28.8 80.2
39 福岡県医師会 戸次　鎮史 55 53 108 27.6 80.4
40 損保ジャパン 三條　紀明 55 46 101 20.4 80.6
41 日本医師会 温泉川梅代 57 55 112 31.2 80.8
42 全医協連 岩田　章男 55 57 112 31.2 80.8
43 日本医師会 松本　吉郎 57 54 111 30.0 81.0
44 日本医師会 横倉　義武 51 52 103 21.6 81.4
45 東京海上日動 佐藤　太亮 50 53 103 21.6 81.4
46 都医協連 目澤　朗憲 54 56 110 27.6 82.4
47 全医協連 安元　誠司 59 48 107 24.0 83.0
48 全医協連 田中　孝二 57 49 106 22.8 83.2
49 富山県 嶋尾　正人 54 49 103 19.2 83.8
50 全医協連 岩城　勝英 57 61 118 31.2 86.8
51 岐阜県 二宮　保典 56 68 124 36.0 88.0
52 静岡県 鈴木　勝彦 66 59 125 36.0 89.0
53 福岡県医師会 原　　祐一 72 55 127 32.4 94.6
54 日本医師会 今村　　聡 76 69 145 36.0 109.0

＊＊＊＊＊ 森口　祐子 40 41 81 8.4 72.6

競技方式 ダブルペリア
DATE 2017年05月04日

隠しホール １２３４５６７８９
東OUT ＊　＊＊＊＊　＊
東IN ＊　＊＊　　＊＊＊

ベスグロ：大江　洋史
ボルボ賞（どまんなか賞）：大本　一夫

アウトスタート：
ニアピン
2 番　藤田　芳憲（福岡）
14番　松田　博（滋賀県）

ドラコン
3 番　齊藤　修（秋田県医師会）
15番　浅田　佳邦（滋賀県）

インスタート：
ニアピン
2 番　青木　裕彦（滋賀県）
14番　徳永　宏司（静岡県）

ドラコン
3 番　大江　洋史（大阪府）
15番　大江　洋史（大阪府）

写真8

 ●8

続
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
そ
れ

に
併
せ
て
、「
余
り
に
も
難
コ
ー
ス
設
定
に
対

し
、
も
う
少
し
優
し
く
し
て
欲
し
い
」と
の
声

も
聞
か
れ
た
が
、
こ
の
苦
情
に
対
し
て
は
日
医

と
全
医
協
連
が
次
回
の
最
重
要
検
討
課
題
と
し

て
真
摯
に
応
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
に「
無
事
、
戦
い
終

わ
っ
て
」を
掲
げ
た
。
戦
い
後
の
印
象
と
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
々
か
ら「
大
盛
会
だ
っ
た
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て

は
、
多
く
の
先
生
方
か
ら「
リ
ベ
ン
ジ
の
言
葉
」

が
あ
っ
た
こ
と
」、「
前
日
の
練
習
ラ
ウ
ン
ド
は

40
名
の
予
約
に
対
し
、
実
際
に
は
79
名
が
参
加

さ
れ
た
こ
と
」、「
終
了
時
、
岐
阜
関
C
C
玄
関

前
に
約
20
台
の
タ
ク
シ
ー
が
並
ん
だ
壮
観
さ
」

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。



成績表2　全国医師ゴルフ選手権大会 一般戦
順位 所属 氏名 OUT IN GROSS H．D NET
優勝 滋賀県 青木　裕彦 44 45 89 19.2 69.8
準優勝 滋賀県 堀出　直樹 46 46 92 21.6 70.4
3 岐阜県 臼井　正明 46 44 90 18.0 72.0
4 福岡 藤田　芳憲 47 46 93 20.4 72.6
5 秋田県医師会 齊藤　　修 44 47 91 18.0 73.0
6 静岡県 徳永　宏司 45 45 90 16.8 73.2
7 滋賀県 増田　明俊 46 42 88 14.4 73.6
8 福岡県医師会 植田清一郎 44 43 87 13.2 73.8
9 東京海上日動 中村　直樹 52 47 99 25.2 73.8
10 富山県 村石　康博 43 43 86 12.0 74.0
11 滋賀県 松田　　博 48 43 91 16.8 74.2
12 滋賀県 松田　孝一 45 44 89 14.4 74.6
13 岐阜県 小林　源博 48 47 95 20.4 74.6
14 静岡県 加陽　直実 48 50 98 22.8 75.2
15 鹿児島県 田上　容正 49 42 91 15.6 75.4
16 滋賀県 土田隆太郎 42 41 83 7.2 75.8
17 滋賀県 浅田　佳邦 44 44 88 12.0 76.0
18 岐阜県 池田　久基 45 48 93 16.8 76.2
19 滋賀県 喜多　　淳 50 43 93 16.8 76.2
20 大阪府 大江　洋史 41 40 81 4.8 76.2
21 富山県 北川　秀機 57 53 110 33.6 76.4
22 滋賀県 山根　淳志 48 50 98 21.6 76.4
23 福岡県医師会 秋田　章二 51 51 102 25.2 76.8
24 富山県 森田　多哉 50 46 96 19.2 76.8
25 大阪府 上田　晏弘 47 48 95 18.0 77.0
26 福岡県医師会 寺澤　正壽 54 52 106 28.8 77.2
27 全医協連 伊東　文明 47 53 100 22.8 77.2
28 全医協連 大本　一夫 52 52 104 26.4 77.6

一般戦 結果発表

一般戦
優勝

滋賀県

青木 裕彦先生 OUT 44 IN 45 GROSS 89

＊写真1、写真7、写真8は、大会記念誌の写真から抜粋しました。9● JMC NEWS（全医協連ニュース）― No.145

も
う
一
つ
、「
無
事
、
戦
い
終
わ
っ
て
」を
し

み
じ
み
と
実
感
で
き
た
こ
と
は
、今
大
会
開
催
・

実
行
に
際
し
、
全
医
協
連
と
日
医
が
連
携
・
協

同
で
き
た
一
体
感
で
あ
り
、
最
大
の
貴
重
な
経

験
・
財
産
と
な
っ
た
。
即
ち
、「
国
家
医
療
政
策
・

国
民
の
た
め
の
医
療
を
め
ざ
す
日
医
」と「
そ
の

業
務
に
か
か
わ
る
医
師
お
よ
び
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
全
医
協
連
」が
協
同

し
て
全
国
的
規
模
の
今
大
会
を
成
し
遂
げ
た
こ

と
は
、
今
後
の
全
医
協
連
の
活
動
拡
大
・
充
実

の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
、
開
催
決
定
・
実
行
に
際
し
、
岐
阜

関
C
C
と
そ
の
理
事
会
お
よ
び
事
務
局
の
御
理

解
と
御
好
意
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
そ
し

て
、
そ
の
前
夜
祭
で
は
岐
阜
大
学
医
学
部

J
A
Z
Z
バ
ン
ド〝
リ
ー
ベ
・
パ
ル
ツ
ェ
〞、
さ

ら
に
大
会
当
日
に
は
競
技
進
行
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た〝
岐
阜
関
C
C
競
技
委
員
お
よ
び
エ
チ

ケ
ッ
ト
委
員
の
方
々
〞、
加
え
て
キ
ャ
デ
ィ
と

し
て
協
力
し
て
く
れ
た〝
岐
阜
大
学
医
学
部
ゴ

ル
フ
部
の
学
生
諸
君
〞に
も
こ
こ
で
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
一
部
、
岐
阜
県
医
師
会
会
報
6
月
号
と
重
複
す
る
）

〈特集〉全国医師ゴルフ選手権大会開催
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2
0
1
4（
平
成
26
）年
6
月
、
カ
タ
ー
ル
の
ド

ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
第
38
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
に
お
い
て
、
我
が
国
の
世
界
文
化
遺

産
へ
の
推
薦
を
受
け
審
議
が
行
わ
れ
、
6
月
21

は
じ
め
に

今
回
は
、
群
馬
県
で
唯
一
の
世
界
文
化
遺
産

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」を
紹
介
し
ま

す
。「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、

「  
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」

（
公
社
）群
馬
県
医
師
会
会
長
　

須す

藤と
う

英え
い

仁じ
ん

世
　
界
　
文
　
化
　
遺
　
産

日
本
の
世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
14

上州富岡製糸場図 （提供：群馬県立歴史博物館）

1
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業
遺
産
群
」は
、
日
本
と
西
洋
の
技
術
交
流
を

基
に
果
た
さ
れ
た
技
術
革
新
の
顕
著
な
事
例
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
同
年
4
月
に
公
表
さ
れ

た
世
界
遺
産
委
員
会
の
諮
問
機
関
で
あ
る

I
C
O
M
O
S（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）の
勧

告
に
お
い
て「
記
載
が
適
当
」と
の
評
価
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
委
員
会
の
審
議
で
は
、
勧
告
ど

お
り
記
載
が
適
当
と
の
意
見
が
大
多
数
の
委
員

国
か
ら
表
明
さ
れ
、
さ
ら
に
、
絹
の
持
つ
国
際

的
な
重
要
性
を
評
価
す
る
意
見
や
、
現
在
の
世

界
遺
産
一
覧
表
に
は
産
業
遺
産
が
十
分
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
こ
の
分
野
の
記
載
の

促
進
を
望
む
と
と
も
に
、
こ
れ
が
こ
の
分
野
の

見
本
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

世
間
で
は
、
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
小
中
高
等
学

校
の
ど
の
日
本
史
の
授
業
に
も
必
ず
登
場
す
る

「
富
岡
製
糸
場
」だ
け
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

題
名
で
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
群

馬
県
で
唯
一
の
世
界
文
化
遺
産
は
、「
富
岡
製

糸
場
」で
は
な
く
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」で
す
。

群
馬
県
に
お
け
る
絹
産
業
の
歴
史

〜
上じ

よ
う

毛も
う

か
る
た
〜

群
馬
県
は
、
古
く
か
ら
養
蚕
と
繊
維
産
業
が

盛
ん
で
し
た
。
群
馬
県
に
は
、
昭
和
22
年
に
発

行
さ
れ
た「
上じ

よ
う

毛も
う

か
る
た
」と
い
う
児
童
福
祉
法

推
薦
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る「
郷
土
か
る
た
」

が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

日
に
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
審
議
最
終
日
の
6
月
25
日
に
世
界
遺

産
一
覧
表
へ
正
式
に
記
載
さ
れ
、
前
年
の「
富

士
山
」（
前
号
掲
載
）に
引
き
続
き
、
世
界
文
化

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
と
っ

て
は
18
番
目（
文
化
遺
産
と
し
て
は
14
番
目
）と

な
る
世
界
遺
産
で
す
。「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
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ち
が
、
郷
土
群
馬
県（
上じ

よ
う

毛も
う

と
は
群
馬
県
の
昔

の
名
称
）を
よ
く
知
り
、
郷
土
を
愛
す
る
よ
う

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

群
馬
県
の
出
身
人
物
、
地
理
、
風
物
な
ど
を
読

ん
で
い
ま
す
。
毎
年
1
月
に
は
各
地
域
で
予
選

大
会
が
行
わ
れ
、
2
月
の
県
競
技
大
会
に
向
け

て
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習
に
励
み
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
子
ど
も
の
時
代
を
群
馬
県
で
過
ご
し

た
人
は
、
誰
で
も
読
み
札
を
暗
記
し
て
い
る
ほ

ど
、
県
民
に
と
っ
て
は
非
常
に
身
近
な
も
の
で

す
。「
上じ

よ
う

毛も
う

か
る
た
」は
読
み
札
が「
い
ろ
は
」順

に
44
枚
あ
り
、
裏
に
解
説
が
あ
り
ま
す
が
、「
富

岡
製
糸
場
」は
、「
に
」の
札
で
、「
日
本
で
最
初

の
富
岡
製
糸
」、
裏
に
は「﹇
世
界
文
化
遺
産
・
指

定
国
宝
﹈安
政
条
約
で
日
本
が
開
港
す
る
と
、

生
糸
は
一
躍
輸
出
品
の
花
形
と
な
っ
た
。
明
治

政
府
は
製
糸
技
術
改
良
の
た
め
仏
人
ブ
リ
ュ
ナ

を
技
師
と
し
て
招
き
、
富
岡
に
仏
国
風
の
器
械

製
糸
工
場
を
建
て
、
明
治
5
年
か
ら
操
業
を
は

じ
め
、
日
本
の
製
糸
業
の
基
礎
を
お
い
た
。
26

年
以
後
は
民
業
に
移
っ
た
。
今
も
煉
瓦
造
の
建

物
が
昔
の
ま
ま
残
る
」と
い
う
解
説
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、「
ま
」の
札
は
、「
繭
と
生
糸
は

日
本
一
」、
裏
に
は「
群
馬
県
は
早
く
か
ら
養
蚕

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
生
糸
が
重
要
輸

出
品
と
な
っ
て
か
ら
特
に
盛
ん
に
な
っ
た
。
製

糸
技
術
の
改
良
は
、
明
治
3
年
前
橋
藩
士
の
手

で
器
械
製
糸
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
で
、
そ
れ
以

後
前
橋
を
中
心
に
発
達
し
た
」と
あ
り
ま
す
。

「
め
」の
札
は
、「
銘
仙
織お

り

出
す
伊
勢
崎
市
」、「
き
」

の
札
は
、「
桐
生
は
日
本
の
機は

た

ど
こ
ろ
」、「
け
」

の
札
は
、「
県
都
前
橋
生い

糸と

の
市ま

ち

」で
す
。
44
枚

中
5
枚
、
1
割
以
上
が
養
蚕
や
繊
維
産
業
に
関

す
る
札
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
昔
か
ら
如

何
に
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が「
上じ

よ
う

毛も
う

か
る

た
」に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
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世
界
文
化
遺
産
登
録
への
足
跡

こ
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現
す
る
ま
で

に
は
、
2
0
0
3（
平
成
15
）年
8
月
、
当
時
の

知
事
が
記
者
会
見
で「
富
岡
製
糸
場
を
世
界
遺

産
に
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
表
し
て

か
ら
11
年
か
か
り
ま
し
た（
群
馬
県
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
は
、
そ
れ
以
前
に
も
特
別
天
然
記

念
物
の「
尾
瀬
」湿
原
が
自
然
遺
産
候
補
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
目

立
っ
た
推
進
の
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。

前
述
し
た
よ
う
に
、「
富
岡
製
糸
場
」の
知
名
度

は
高
い
の
で
す
が
、
現
在
で
も
創
業
当
初
の
明

治
5
年
の
建
物
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
、
発
表
当
初
は
、

群
馬
県
民
の
反
応
も
鈍
く
、
ま
し
て
、
世
間
一

般
か
ら
の
反
応
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
し
た
。

群
馬
県
に
お
い
て
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

発
足
し
た
の
は
同
年
12
月
、
翌
年
4
月
に
は
県

組
織
と
し
て
世
界
遺
産
推
進
室
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
推
進
室
は
、
県
民
へ
の
世
界
遺
産
登
録

運
動
の
周
知
と
協
力
依
頼
か
ら
始
ま
り
、
世
界

遺
産
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
同
年
8
月
に

は
講
座
修
了
者
た
ち
に
よ
る「
富
岡
製
糸
場
世

界
遺
産
伝
道
師
協
会
」と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
も
発
足
し
ま
し
た
。
今
回
の
世
界
遺
産
登

録
は
、
も
ち
ろ
ん
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご

支
援
・
ご
協
力
の
賜
で
す
が
、
特
に
、
群
馬
県

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
世
界
遺
産
伝
道
師
の

力
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
遺
産

登
録
の
前
提
条
件
は
、
構
成
資
産
が
不
動
産
と

し
て「
国
法
の
保
護
」を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
文
化
遺
産
の
場
合
は
、
文
化
財
保
護
法
に

よ
る
指
定
・
選
定
が
絶
対
条
件
で
す
が
、「
富
岡

製
糸
場
」は
民
間
所
有
の
閉
鎖
中
の
工
場
で
あ

り
、
国
や
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
き
ま
せ

ん
で
し
た（
民
間
所
有
の
閉
鎖
工
場
が
、
取
り

壊
さ
れ
た
り
、
売
却
さ
れ
ず
に
ほ
ぼ
原
型
の
ま

ま
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
奇
跡
的
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
何
よ
り
も
世
界
遺
産
登
録
の
原
点

で
も
あ
り
、
保
存
し
て
き
て
い
た
だ
い
た
当
時

の
所
有
者
の
片
倉
工
業
株
式
会
社
に
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
）。
そ
こ
で
、
県
は
所
在

地
の
富
岡
市
と
連
携
し
、
所
有
者
の
片
倉
工
業

株
式
会
社
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
翌
年
7
月
に

は「
旧
富
岡
製
糸
場
」と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
の
意
向
に
よ
り
敷
地

の
公
有
地
化
の
方
向
性
も
決
ま
り
、
地
元
富
岡

市
が
、
取
得
を
前
提
に
、
10
月
に
は
暫
定
管
理

を
開
始
し
、
臨
時
の
公
開
・
見
学
等
に
も
便
宜

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
6

（
平
成
18
）年
1
月
に
は
製
糸
場
の
公
有
地
化
の

契
約
が
締
結
さ
れ
、
7
月
に
は
明
治
初
期
の
建

造
物
等
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
文
化
庁
の
暫
定
一
覧
表
追
加
記
載
候

補
物
件
の
公
募
に
対
し
、
県
で
は
歴
史
や
文
化

財
、
蚕
糸
業
に
関
係
し
た
有
識
者
の
委
員
会
を

開
催
し
て
原
案
を
作
成
、
県
と
当
時
の
関
係
8

市
町
村
は
、
合
計
10
か
所
の
養
蚕
、
製
糸
、
織

物
さ
ら
に
流
通
に
関
す
る
絹
産
業
文
化
財
を
構

成
資
産
と
し
て「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産

群
」と
題
し
た
提
案
書
を
文
化
庁
に
提
出
し
、

2
0
0
7（
平
成
19
）年
1
月
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
9（
平
成
21
）年
4
月
、
県
は
世
界
遺
産

推
進
室
を
課
に
昇
格
さ
せ
て
本
格
的
な
活
動
を

開
始
し
、
5
月
に
は「
高
山
社
跡
」の
史
跡
指
定

が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は「
荒
船
風
穴
」

が
国
指
定
遺
跡
の
答
申
を
受
け
ま
し
た（
指
定

は
翌
年
2
月
）。
2
0
1
0（
平
成
22
）年
2
月
、

県
に
お
い
て
は
、
前
年
推
薦
書
の
具
体
的
な
記

述
を
行
う
た
め
設
置
し
た
学
術
委
員
会
と
海
外

研
究
者
と
の
合
同
で
第
1
回
の
国
際
専
門
家
会

議
を
開
催
、
核
心
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
共
に
活
動
し
て
き

た
市
町
村
を
巡
っ
て
説
明
・
説
得
し
、
当
初
の

10
件
の
構
成
資
産
を
6
件
に
し
、
そ
れ
に「
田

島
弥
平
旧
宅
」を
加
え
、
当
面
7
件
に
整
理
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
に
第
2
回
、

2
0
1
1（
平
成
23
）年
10
月
に
第
3
回
の
専
門

家
会
議
開
催
を
経
て
、
推
薦
書（
英
語
版
も
含

め
）作
成
は
順
調
に
進
行
、
再
度
の「
構
成
資
産

の
精
選
」
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

O
U
V（
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
）と
の
関
係
が

文
書
資
料
や
遺
物
な
ど
物
的
証
拠
で
は
っ
き
り

し
て
い
る
現
在
の
4
資
産（
3
市
1
町
）が
構
成

資
産
に
確
定
し
ま
し
た
。
2
0
1
2（
平
成
24
）

年
6
月
、
唯
一
指
定
の
遅
れ
て
い
た「
田
島
弥
平
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な
る
繭
の
大
量
生
産
に
成
功
し
ま
し
た
。
製
糸

も
継
続
的
な
技
術
革
新
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、

日
本
は
20
世
紀
初
め
に
は
世
界
一
の
生
糸
輸
出

国
と
な
り
、
高
級
繊
維
の
絹
を
よ
り
身
近
な
存

在
に
変
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
大
戦
後

は
、
生
糸
生
産
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
も

成
功
し
、
自
動
繰
糸
機
は
全
世
界
に
輸
出
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
で
開
発
さ
れ
た
養
蚕
製
糸
技
術

は
、今
日
で
も
世
界
の
絹
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」は
、
高
品

質
生
糸
の
大
量
生
産
を
実
現
し
て
絹
産
業
の
発

展
を
も
た
ら
し
た
、
日
本
と
他
の
国
々
と
の
産

業
技
術
の
相
互
交
流
を
示
す
好
例
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
導
入
し
た
器
械
製
糸
技
術
を
発
展

さ
せ
る
と
と
も
に
、
養
蚕
業
の
技
術
革
新
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
技
術
を
今
度
は
世
界
各
国
に
広

め
ま
し
た
。
構
成
資
産
は「
富
岡
製
糸
場
」・「
田

島
弥
平
旧
宅
」・「
高
山
社
跡
」・「
荒
船
風
穴
」の

4
資
産
か
ら
成
り
ま
す
が
、
4
資
産
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
技
術
革
新
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
相

互
に
連
携
し
技
術
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
特

に「
富
岡
製
糸
場
」が
良
質
な
繭
を
大
量
に
確
保

す
る
た
め
に
行
っ
た
繭
の
改
良
運
動
の
際
は
、

田
島
家
・
高
山
社
・
荒
船
風
穴
が
試
験
飼
育
や

蚕さ
ん

種し
ゆ

製
造
、
飼
育
指
導
、
蚕さ

ん

種し
ゆ

貯
蔵
な
ど
優
良

品
種
の
開
発
と
普
及
に
協
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ら
は
生
糸
生
産
の
各
過
程
に
お
け
る
技
術

旧
宅
」に
史
跡
指
定
の
答
申
が
出
さ
れ
て
構
成

資
産
の
全
て
が
国
指
定
と
な
り
、
世
界
遺
産
の

前
提
で
あ
る「
国
法
の
保
護
」が
完
全
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
7
月
に
は
文
部
科

学
省
が「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
推

薦
を
了
承
、
2
0
1
3（
平
成
25
）年
1
月
、
完

成
し
た
推
薦
書
は
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
に
は
3

日
間
に
わ
た
る
I
C
O
M
O
S
の
専
門
家
に
よ

る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
10
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
追
加
資
料
の
要
請

を
受
け
提
出
、
そ
し
て
、
2
0
1
4（
平
成
26
）

年
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
と
い
う
動
き
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
12
月
に
は「
富
岡
製
糸
場
」の「
繰そ
う

糸し

所じ
ょ

」、「
東ひ

が
し

置お
き

繭ま
ゆ

所じ
よ

」、「
西に

し

置お
き

繭ま
ゆ

所じ
よ

」が
群
馬
県

唯
一
の
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

絹
産
業
の
歴
史

絹
は
、
紀
元
前
3
0
0
0
年
に
中
国
で
生
産

が
始
ま
り
、
そ
の
後
日
本
や
西
欧
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
西
欧
で
は
、
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世

紀
前
半
に
か
け
て
産
業
革
命
が
起
き
、
こ
れ
に

伴
い
、
19
世
紀
初
頭
に
は
器
械
製
糸
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
蚕
の
伝
染
病
の
流
行
に
よ
り
原
料

不
足
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
開
国
し
た
日
本

は
器
械
製
糸
技
術
を
輸
入
し
、
明
治
5
年
に
は

モ
デ
ル
工
場
と
し
て「
富
岡
製
糸
場
」が
創
ら
れ
、

そ
の
技
術
は
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

独
自
に
養
蚕
の
技
術
革
新
も
起
こ
り
、
原
料
と

革
新
の
主
要
な
舞
台
で
あ
り
、
さ
ら
に
教
育
や

出
版
、
取
引
な
ど
を
通
じ
て
全
国
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
遺

産
に
求
め
ら
れ
る
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の「
評

価
基
準
」（
ⅱ
）（
建
築
、
科
学
技
術
等
の
発
展
に

重
要
な
影
響
を
与
え
た
、
価
値
観
の
交
流
を
示

す
も
の
）と「
評
価
基
準
」（
ⅳ
）（
歴
史
上
の
重
要

な
段
階
を
物
語
る
建
築
物
、
科
学
技
術
の
集
合

体
、あ
る
い
は
景
観
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
）

を
満
た
す
価
値
あ
る
資
産
と
認
め
ら
れ
、
国
や

民
族
を
超
え
て
共
有
す
べ
き「
顕
著
な
普
遍
的

価
値
」を
持
つ
人
類
共
通
の
財
産
で
あ
る
世
界

遺
産
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
4
構
成
資
産
に

つ
い
て
、
2
0
1
4（
平
成
26
）年
当
時
の
群
馬

県
企
画
部
世
界
遺
産
推
進
課
が
発
行
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「〝
生
糸
が
結
ん
だ
世
界
と
の
絆
〞富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」を
転
記
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
紹
介
し
ま
す
。

富
岡
製
糸
場

1
8
5
9（
安
政
6
）年
の
開
港
後
、
日
本
の

輸
出
品
の
大
半
を
占
め
て
い
た
生
糸
の
品
質
向

上
と
増
産
を
図
る
た
め
、
明
治
政
府
は

1
8
7
2（
明
治
5
）年
に「
富
岡
製
糸
場
」を
設

立
し
ま
し
た
。「
富
岡
製
糸
場
」に
は
蒸
気
機
関

や
フ
ラ
ン
ス
式
繰
糸
器
等
の
西
欧
技
術
が
導
入

さ
れ
、
こ
こ
か
ら
日
本
全
国
に
器
械
製
糸
技
術

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
製
糸
場
は
民
営
化
後
も

製
糸
技
術
開
発
の
最
先
端
で
あ
り
続
け
、
さ
ら
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に
養
蚕
業
と
連
携
し
た
蚕
の
優
良
品
種（
一
代

雑
種
）の
開
発
と
普
及
を
主
導
し
ま
し
た
。

1
9
5
2（
昭
和
27
）年
に
は
開
発
さ
れ
た
ば
か

り
の
自
動
繰
糸
機
を
本
格
的
に
導
入
し
、
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
モ
デ
ル
工
場
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
1
9
8
7（
昭
和
62
）年
、
生
糸

の
世
界
的
な
価
格
競
争
の
影
響
を
受
け「
富
岡

製
糸
場
」は
操
業
を
停
止
し
、
1
1
5
年
間
続

け
た
生
糸
生
産
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
見
ど
こ

ろ
は
歴
史
を
物
語
る
壮
大
な
建
物
群
で
、「
富

岡
製
糸
場
」に
は
創
業
当
初
の
明
治
初
期
の
建

物
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
最
初
の
大
規
模
な

工
場
建
築
で
あ
り
、
ま
た
和
洋
の
技
術
を
混
合

し
た
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
①「
繰そ

う

糸し

所じ
ょ

」：

繭
か
ら
生
糸
を
作
る
施
設
で
製
糸
工
場
の
中
心

と
な
る
建
物
で
す
。
長
さ
1
4
0
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
長
大
な
木
骨
レ
ン
ガ
造
建
物
で
、
内
部
に

は
操
業
停
止
時
の
自
動
繰
糸
機
が
完
全
な
形
で

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
②「
置
繭
所（
繭
倉

庫
）」：
敷
地
の
東
と
西
に
1
棟
ず
つ
長
さ

1
0
4
メ
ー
ト
ル
の
二
階
建
て
の
置
繭
所（
繭

倉
庫
）が
あ
り
ま
す
。③「
鉄
水
溜
」：
1
8
7
5

（
明
治
8
）年
に
設
置
さ
れ
た
工
場
用
水
の
貯
水

槽
で
す
。
国
産
の
鉄
製
構
造
物
と
し
て
は
最
古

級
の
も
の
で
す
。
④「
首
長
館（
ブ
リ
ュ
ナ

館
）」：
建
設
・
操
業
を
指
導
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
、

ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ナ
が
家
族
と
暮
ら
し
て
い
た

住
宅
で
す
。

▲繰糸所内部 ▲西置繭所 ▲鉄水溜 ▲首長館（ブリュナ館）

▲東置繭所
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歌狂療医

便
秘
薬
　
新
薬
処
方
　
切
望
し

信
条
違
い
　
あ
え
て
断
わ
る

か
ね
て
か
ら
便
秘
薬
を
処
方
し
て
き
た
後
期
高
齢
者
の
女
性
が
、
地
元
紙
を
持
参
し
て
、「
3
月
に
発
売
さ
れ

た
薬
が
ひ
ど
い
便
秘
に
効
果
が
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
処
方
し
て
欲
し
い
」と
特
集
記
事
を
示
し
つ

つ
所
望
さ
れ
た
。
適
応
が
無
い
習
慣
性
便
秘
で
は
処
方
で
き
な
い
こ
と
、
よ
ほ
ど
の
ピ
カ
新
薬
で
な
け
れ
ば
、

発
売
後
一
年
を
経
過
し
な
け
れ
ば
処
方
し
な
い
方
針
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
も
う
一
つ
納
得
で
き
な

い
よ
う
だ
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
惑
わ
さ
れ
る
国
民
に
悩
ま
さ
れ
る
日
々
。

構
想
が
　
提
示
さ
れ
ど
も
　
目
的
を

忖
度
で
き
ず
　
不
安
に
か
ら
れ

国
は
、
2
0
2
5
年
に
は
我
々
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
の
で
、
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制
を
見
直

す
た
め
に
都
道
府
県
に
地
域
医
療
構
想
の
策
定
を
投
げ
か
け
、
今
年
の
3
月
末
に
は
必
要
な
機
能
別
病
床
数

等
が
提
示
さ
れ
た
。
大
多
数
の
地
域
で
は
病
床
削
減
の
方
向
が
示
さ
れ
た
が
、
民
間
病
院
は
削
減
が
義
務
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
心
配
無
用
。
た
だ
し
、
医
療
必
要
度
は
厳
格
に
評
価
を
さ
れ
る
の
で
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
な
い
医
療
機
関
は
自
動
的
に
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

h
A
N
P
　
抗
癌
作
用
　
期
待
す
る

薬
価
低
く
て
　
メ
ー
カ
ー
そ
っぽ

過
日
、
ペ
プ
チ
ド
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
世
界
的
に
高
名
な
寒
川
賢
治
博
士
が
宮
崎
で
講
演
さ
れ
、
心
臓
に
癌
が

発
生
し
に
く
い
こ
と
、
癌
の
転
移
が
無
い
こ
と
か
ら
研
究
を
進
め
、
既
に
心
不
全
の
治
療
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ヒ
ト
心
房
性
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ
チ
ド（
h
A
N
P
）に
癌
の
転
移
抑
制
効
果
が
あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
集

積
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
提
示
さ
れ
た
。
現
在
、
臨
床
治
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
通
常
の
抗
癌
剤
に
比
し

h
A
N
P
の
薬
価
が
低
く
、
特
許
も
切
れ
て
い
て
、
製
薬
会
社
が
協
力
し
た
が
ら
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
と

の
内
訳
話
を
さ
れ
た
。
命
の
沙
汰
も
金
次
第
は
止
む
を
得
な
い
の
か
。

宮
崎
県

山やま
村むら
善よし
教のり



紀行文 西東京　古
ふる

岡
おか

邦
くに

人
と

写真1　長浜城

近江紀行
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今
太
閤
と
し
て
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事
に

「
天
才
」と
呼
ば
れ
た
田
中
角
栄
は
、
親
し
み
易

く
庶
民
の
人
気
を
集
め
た
好
人
物
だ
っ
た
が
、

本
物
の
豊
臣
秀
吉
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
歴
史
に

名
を
残
し
、
戦
乱
の
世
を
治
め
た
評
価
も
高
い
。

そ
の
秀
吉
が
出
世
の
拠
点
と
し
た
の
が
長
浜

だ
っ
た
。
石
田
三
成
を
得
た
の
も
長
浜
で
あ
る
。

長
浜
駅
前
に
は
温
か
い
湯
を
出
し
て
神
童
ぶ

り
を
秀
吉
に
賞
め
ら
れ
た
像
が
建
っ
て
い
る
。

今
夜
の
宿
泊
は
琵
琶
湖
に
面
し
、
長
浜
城
に
程

近
い
旅
館「
浜
湖
月
」で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
終
え
た
我
々
は
、
早
速
長

浜
城（
写
真
1
）に
向
か
っ
た
。
琵
琶
湖
畔
に
太

閤
井
戸（
写
真
2
）と
い
う
石
碑
が
建
っ
て
い
て
、

波
打
ち
際
な
の
で
増
水
し
た
時
は
水
没
し
て
し

ま
う
。

こ
こ
は
湖
北
に
位
置
し
、
応
仁
の
乱
で
浅
井

氏
は
守
護
大
名
京
極
氏
の
家
臣
だ
っ
た
の
が
、

大
乱
の
際
、
京
極
氏
に
代
わ
っ
て
戦
国
大
名
に

の
し
上
が
っ
た
。
小
谷
城
を
居
城
と
し
て
亮
政
、

久
政
、
長
政
が
住
ん
だ
が
、
長
政
は
妻
が
織
田

信
長
の
妹
だ
っ
た
の
に
、
し
か
も
自
分
達
だ
っ

て
成
り
上
が
り
者
だ
っ
た
の
に
信
長
を
裏
切
っ

た
た
め
、
姉
川
の
合
戦
や
小
谷
城
攻
め
な
ど
で

追
い
つ
め
ら
れ
て
自
害
し
た
。
頭
蓋
骨
で
酒
を

飲
ま
れ
た
り
も
し
た
。

逆
に
殿
軍
を
務
め
た
り
し
て
信
長
に
認
め
ら

れ
た
秀
吉
は
、
浅
井
氏
の
領
国
の
殆
ど
を
与
え

ら
れ
、
小
谷
城
か
ら
居
城
を
湖
岸
に
移
し
て
長
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彦
根
城（
写
真
4
）は
天
守
閣
か
ら
本
町
中
心

の
城
下
町
を
望
む
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

築
城
普
請
が
始
ま
っ
た
新
し
い
城
で
あ
る
。
明

治
維
新
で
廃
藩
置
県
の
際
、
彦
根
藩
が
解
体
し

て
井
伊
家
が
東
京
に
移
住
し
た
後
に
城
が
壊
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
の
を
、
明
治
天
皇
の
北
陸
巡

幸
中
、
参
議
大
隈
重
信
の
進
言
が
あ
り
温
存
と

な
っ
た
珍
し
い
経
過
を
も
つ
城
で
あ
る
。
昭
和

26
年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ
た
。

井
伊
直
政
は
家
康
の
家
臣
と
し
て
活
躍
し
、

井
伊
直
孝
が
家
光
か
ら
後
見
役
と
し
て
譜
代
大

名
筆
頭
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
た
。
幕
末
、
井

伊
直
弼
は
44
才
で
幕
府
の
大
老
と
な
り
、
半
年

後
に
は
安
政
の
大
獄
を
お
こ
し
て
い
て
、
そ
の

僅
か
2
年
後
に「
桜
田
門
外
の
変
」で
落
命
す
る
。

大
老
に
な
っ
た
翌
々
月
に
は
日
米
修
好
通
商
条

約
に
調
印
し
て
い
る
が
、
そ
の
不
平
等
を
吉
田

松
陰
ら
が
反
発
し
た
だ
け
な
の
に
、
他
人
の
言

う
事
を
少
し
も
聞
か
ず
、
伊
豆
下
田
で
唐
人
お

吉
が
ハ
リ
ス
の
接
待
を
さ
せ
ら
れ
て
酷
い
人
生

を
送
ら
さ
れ
た
り
、
ひ
た
す
ら
強
権
的
な
態
度

を
と
り
続
け
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

因
み
に
藩
祖
の
井
伊
直
政
は
関
ヶ
原
の
合
戦

後
の
論
功
行
賞
に
よ
り
、
石
田
三
成
の
佐
和
山

城
と
旧
領
を
貰
っ
て
佐
和
山
城
で
死
ん
で
い
る

の
で
、彼
自
身
が
彦
根
城
に
入
っ
た
こ
と
は
無
い
。

最
終
日
の
朝
も
快
晴
で
あ
り
、
湖
上
で
は
カ

ヌ
ー
の
選
手
達
が
懸
命
に
練
習
し
て
い
た
。
奈

良
線
で
伏
見
稲
荷
で
下
車
す
る
と
、
周
り
は
外

を
み
て
い
る
と
、
街
の
片
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
豊

国
神
社
が
あ
る
。
何
と
も
寂
し
い
限
り
だ
が
、

そ
の
後
の
徳
川
の
治
世
下
で
は
無
理
も
な
か
っ

た
ろ
う
。
先
程
の
城
内
で
も「
小
早
川
秀
秋
の

裏
切
り
が
無
か
っ
た
ら
、
関
ヶ
原
で
勝
っ
て
い

た
筈
な
の
や
」と
父
親
が
子
供
に
諭
し
て
い
る

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

旅
館
に
帰
る
と
近
江
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、

ス
テ
ー
キ
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
の
豪
華
な
料

理
が
待
っ
て
い
た
。

翌
朝
の
琵
琶
湖
は
霧
が
た
ち
こ
め
て
い
て
、

夏
を
感
じ
さ
せ
る
快
い
朝
で
あ
る
。
近
江
美
人

の
若
女
将
に
見
送
っ
て
貰
っ
て
、
勇
躍
、
彦
根

に
向
か
っ
て
移
動
し
た
。
彦
根
駅
で
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
に
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
を
放
り
込
む
と
、

駅
前
に
は
井
伊
直
政
の
像
が
あ
り
、
看
板
で
彦

に
ゃ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

浜
と
命
名
し
た
。
こ
こ
は
秀
吉
が
一
国
一
城
の

主
と
な
っ
た
最
初
の
拠
点
で
あ
り
、
城
下
町
経

営
の
基
本
を
醸
成
し
た
と
さ
れ
る
。

長
浜
城
は
柴
田
勝
家
が
清
州
会
議
で
貰
っ
た

の
だ
が
、
舌
の
根
が
乾
く
前
に
、
年
内
に
秀
吉

に
攻
め
こ
ま
れ
て
し
ま
い
、
翌
年
、
こ
こ
か
ら

程
近
い
賤
ヶ
岳
合
戦
で
の
軍
事
拠
点
と
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

桃
山
時
代
の
こ
こ
湖
北
は
佐
和
山
城
主
、
石

田
三
成
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
江
戸
時

代
に
は
湖
北
支
配
の
役
割
を
彦
根
城
に
渡
し
て

し
ま
い
廃
城
に
な
っ
た
。
地
域
の
市
民
が
秀
吉

に
心
を
寄
せ
て
、
熱
望
に
よ
り
昭
和
58
年
に
再

興
さ
れ
た
の
が
現
存
す
る
も
の
だ
。

黒
壁
ス
ク
エ
ア（
写
真
3
）と
呼
ば
れ
る
城
下

町
を
歩
い
て
、
蜂
蜜
入
り
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
舐
め
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
館
や
オ
ル
ゴ
ー
ル
店

写真2　太閤井戸

写真3　黒壁スクエア（長浜）

写真4　彦根城



「近江路紀行」

近江路へのアクセス

JR琵琶湖線　新快速 1時間 35 分
大
阪
駅 京

都
駅 長

浜
駅名

古
屋
駅

大
阪
駅

JR東海道本線　特急しらさぎ金沢行 1時間 15 分

JR琵琶湖線　新快速 1時間 5分

JR琵琶湖線　新快速 1時間 17 分

京
都
駅

彦
根
駅JR琵琶湖線　新快速 47 分

米
原
駅

JR北陸本線　新快速 10 分JR東海道新幹線　ひかり25 分

〈参考〉 ブルーガイド てくてく歩き「琵琶湖・近江路」（実業之日本社）

長浜

米原

彦根

滋賀県

滋賀県

京都府

福井県

琵琶湖

近江八幡

草津

京都 東福寺
伏見稲荷

八坂神社

彦根城

小谷城跡

長浜城跡

名
神
高
速
道
路

北
陸
自
動
車
道

湖
西
線

北
陸
本
線

東
海
道
新
幹
線

草津線

東海
道本
線（
琵琶
湖線
）

祇
園
四
条
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国
人
ば
か
り
で
あ
る
。

目
の
前
が
も
う
伏
見
稲
荷（
写
真
5
）で
あ
り
、

有
名
な
千
本
鳥
居
が
山
頂
ま
で
続
い
て
い
る
。

山
道
を
登
っ
て
行
っ
て
、
四
ッ
辻
ま
で
辿
り
着

い
た
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
十
分
だ
と
言
う
。

駅
に
戻
っ
て
奈
良
線
か
ら
東
福
寺
で
京
阪
線

に
乗
り
換
え
て
祇
園
四
条
に
着
く
。
四
条
通
り

を
行
く
と
突
き
当
り
が
八
坂
神
社（
写
真
6
）で

あ
る
。
四
条
通
り
か
ら
少
し
入
っ
た
路
地
に
老

舗
料
理
店
が
並
ぶ
。
こ
の
界
隈
に
昼
食
の
予
約

を
し
て
い
る
祇
園「
は
や
か
わ
」に
入
っ
た
。

汗
だ
く
な
の
で
近
く
の
土
産
店
で
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
買
っ
て
着
替
え
る
と
、
冷
房
が
心
地
良
く
、

生
ビ
ー
ル
が
美
味
し
か
っ
た
。
鮎
の
焼
き
物
や

鴨
鍋
あ
る
い
は
季
節
の
刺
身
な
ど
、
流
石
に
千

年
の
歴
史
を
持
つ
極
上
の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

帰
り
に
店
主
が
出
て
き
て
、「
お
お
き
に
、
お

お
き
に
」と
土
産
の
手
拭
い
を
く
れ
た
。
い
さ

さ
か
食
べ
過
ぎ
た
の
で
、
八
坂
神
社
境
内
や
円

山
公
園（
写
真
7
）を
歩
い
て
腹
ご
な
し
を
し
た
。

家
内
は
こ
の
旅
行
だ
け
で
、
ポ
ケ
モ
ン
G
O

が
2
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
外
国
人
ば
か
り
で
あ
り
、
マ
ス
コ

ミ
が
伝
え
て
い
る
訪
日
外
国
人
が
過
去
最
高
と

い
う
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
新
し
い
競
技

施
設
を
造
る
の
で
は
な
く
、
宿
泊
施
設
を
援
助

し
て
観
光
大
国
を
完
成
さ
せ
る
べ
き
だ
と
痛
感

し
た
次
第
で
あ
る
。

写真5　伏見稲荷

写真6　八坂神社

写真7　円山公園
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今日だけは成績優秀披露宴
Only today.
You were excellent student.
Today is your wedding ceremony

祝辞短めにお願いします！

Please talk shortly.

お目出度？　と聞かれてこれは自腹です
読み人知らず

To a question
“Did you get a baby?”
No this is my potbelly.

いつも聞かれます。

Many times. same questions.

整形外科の待合室から

英訳で楽しむ諸岡“川柳”

友と秋田駒ケ岳に行った。山麓の宿で酌み交わした酒。

ようこそ！！「写真俳句」の世界へ

筑紫医師協同組合 諸
もろ

岡
おか

正
まさ

明
あき
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平
成
二
十
八
年
の
年
末
に
家
族
で
旅
行
に

出
か
け
た
。長
女
が
大
学
一
年
で
あ
る
事
を
考

え
る
と
こ
れ
が
最
後
と
思
い
、
慣
れ
な
い
長
距

離
ド
ラ
イ
ブ
を
敢
行
し
た
。
目
的
地
は
広
島
。

何
だ
か
ん
だ
と
出
発
か
ら
八
時
間
を
か
け
て

よ
う
や
く
到
着
。全
行
程
ほ
ぼ
山
と
ト
ン
ネ
ル

と
い
う
単
調
な
景
色
で
、ナ
ビ
の
情
報
だ
け
が

長
距
離
を
走
行
し
た
実
感
で
あ
っ
た
。

日
も
暮
れ
て
お
腹
も
減
っ
た
の
で
、
お
好
み

焼
き
を
食
べ
に
行
っ
た
。地
元
で
食
べ
る
広
島

風
は
、
北
陸
で
食
べ
る
そ
れ
と
は
違
い
、
挟
ん

で
あ
る
麺
が
三
輪
素
麺
並
み
に
細
か
っ
た
。こ

の
細
さ
が
ソ
ー
ス
を
絡
め
、
パ
リ
パ
リ
の
食
感

を
醸
し
出
す
決
め
手
に
な
っ
て
い
て
、
地
元
の

味
は
地
元
で
食
べ
て
こ
そ
と
い
う
も
の
だ
。

翌
日
世
界
遺
産
で
あ
る
宮
島
厳
島
神
社
へ

出
か
け
た
。予
め
調
べ
た
御
当
地
情
報
に
従
い

か
な
り
手
前
で
車
を
降
り
、宮
島
口
か
ら
船
に

乗
り
込
む
。
島
に
到
着
す
る
と
出
迎
え
て
く

れ
た
の
は
鹿
。奈
良
の
鹿
と
は
違
い
、
鹿
せ
ん

べ
い
的
な
物
を
あ
げ
る
観
光
客
は
殆
ど
お
ら

ず
、
鹿
も
さ
る
者
、
食
べ
歩
き
を
し
て
い
る
と

い
き
な
り
近
づ
い
て
パ
ク
リ
だ
。参
道
は
、
結

構
な
人
並
だ
が
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
更
に
混
む
ら

し
く
、
世
界
遺
産
指
定
の
効
果
絶
大
で
あ
る
。

名
物
の
カ
キ
に
、
も
み
じ
饅
頭
・
ア
ナ
ゴ
飯
を

次
々
に
食
べ
歩
き
、
オ
シ
ャ
レ
な
醤
油
店
で

「
か
ぼ
す
レ
モ
ン
果
汁
醤
油
」を
買
い
、
有
名
な

ス
の
ホ
テ
ル
で
出
逢
っ
た
一
本
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
ワ
イ
ン
、
そ
れ
が「
オ
ー
パ
ス
ワ
ン
」で
し

た
。フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
ど
っ
し
り
と
し
た
深
み

の
あ
る
ワ
イ
ン
で
し
た
。驚
い
た
こ
と
に
、
抜

栓
し
て
一
日
半
後
に
飲
ん
だ
そ
の
ワ
イ
ン
が

絶
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
想
い
出
で
す
。

「
オ
ー
パ
ス
ワ
ン
」は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ノ
ー

ス
コ
ー
ス
ト
ナ
バ
地
区
に
あ
る
ロ
バ
ー
ト
モ
ン

タ
ヴ
ィ
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
さ
れ
た
高
級
ワ

イ
ン
で「
作
品
第
一
番
」と
名
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。一
九
七
九
年
が
最
初
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
で
一
九
八
一
年
第
一
回
ナ
ヴ
ァ
ヴ
ァ
レ
イ
ワ

イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
最
高
額
で
落

札
さ
れ
、
一
九
八
二
年
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
組
み「
オ
ー
パ
ス
ワ
ン
」と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。一
九
八
四
年
に
一
九
七
九
年
、
一
九
八

〇
年
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
市
場
に
リ
リ

ー
ス
さ
れ
た
若
い
ワ
イ
ン
で
す
。

同
じ
カ
ル
ベ
ネ
ソ
ー
ビ
ニ
ョ
ン
種
か
ら
醸
造

さ
れ
た
ワ
イ
ン
と
は
別
物
の
赤
ワ
イ
ン
で
す
。

是
非
と
も
フ
ラ
ン
ス
産
ワ
イ
ン
の「
マ
ル
ゴ
ー
」

あ
た
り
と
飲
み
比
べ
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
一
度
も「
オ
ー
パ
ス
ワ
ン
」を

買
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
飲
む

た
め
に
幾
ら
費
や
し
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
一
本
の
ワ
イ
ン
は
交
響
曲
、
一
杯
の
グ
ラ

ス
ワ
イ
ン
は
メ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
な
も
の
だ
。」

の
言
葉
の
通
り
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

＊
紙
面
の
都
合
で
全
文
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。食
べ
物
、飲
み
物
、よ
ろ
し
い
で
す
ね
。

広報部部会員

河
かわ

辺
べ

  忠
ただ

郎
お

大
鳥
居
を
背
景
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
社
殿

に
入
る
頃
に
は
干
潮
に
な
っ
て
い
た
。

夜
は
市
街
で
広
島
5
大
グ
ル
メ
の
一
つ

「
汁
な
し
担
々
麺
」を
食
し
た
。
こ
こ
で
衝
撃
。

広
島
の
麺
は
ラ
ー
メ
ン
に
し
ろ
焼
き
そ
ば
に

し
ろ
す
べ
て
、
三
輪
素
麺
並
み
の
細
麵
な
の

で
あ
る
。

翌
日
帰
路
に
つ
い
た
所
で
、
尾
道
へ
寄
り
道

し
た
。快
晴
の
天
気
で
千
光
寺
公
園
か
ら
し
ま

な
み
海
道
を
望
む
展
望
は
ま
さ
に
絶
景
で
あ

っ
た
。ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
町
中
へ
入
り
、
大
晦

日
に
も
営
業
し
て
い
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で

一
服
し
た
後
、
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
ひ

た
走
っ
た
。

私
が
ワ
イ
ン
と
出
逢
っ
た
の
は
昭
和
60
年

北
海
道
佐
呂
間
町
で
勤
務
し
て
い
た
頃
で
し

た
。そ

の
頃
は
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
を
愛

飲
し
て
い
ま
し
た
。リ
ー
ス
リ
ン
グ
種
の
甘
い

「
ス
ペ
ッ
ツ
レ
ー
ゼ
」「
ア
ウ
ス
レ
ー
ゼ
」を
楽
し

ん
で
お
り
ま
し
た
。そ
の
後
東
京
に
戻
り
、
友

人
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
ボ
ル
ド
ー
産
の
赤
ワ

イ
ン
で
し
た
。カ
ル
ベ
ネ
ソ
ー
ビ
ニ
ョ
ン
種
の

タ
ン
ニ
ン
の
き
い
た
深
み
の
あ
る
味
に
魅
せ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
産
の
ワ
イ
ン
に
凝
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
転
機
が
訪
れ
た
の
が
ラ
ス
ベ
ガ

「
年
末
旅
行
記
」

藤
田
　
隆
先
生

（
医
協
フ
ク
イ 2017-N

o.283

よ
り
）

「
私
と
ワ
イ
ン
」

榮
田
好一朗
先
生

（
都
医
協
連
ニュー
ス Vol.122

よ
り
）

 「私とワイン」
 （榮田好一朗先生）
都医協連ニュース
No.122

医師協の雑　
誌
か
ら 今回のテーマ『食の旅とワイン』
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Gardenia jasminoidesは常緑低木のアカネ科
のクチナシ、またはその同属植物の成熟果実
です。クチナシは香りの良い白い花をつけ、
10月～12月頃になると赤色の実ができます。
白い新鮮な花は、煮て酢と醤油で味付けして
も美味しく食べられます。またこの乾燥した成
熟果実から黄色色素がとれるため、昔からこ
の色素を使って染色に、そして、さつまいもを
煮てきんとんを作る時やたくわんを漬ける時に
利用されてきました。神

しん

農
のう

本
ほん

草
ぞう

経
きょう

の中品に
「巵子」の名前で記載されております。漢方
では性味は苦・寒で、経絡は心経・肺経・肝
経・胃経・三焦経に入って熱を冷まし、胸の熱苦しさ・鼻血・不眠・眼の充血・
口の苦さ・解毒・膀胱炎などによる排尿痛や排尿困難などの症状のときに用い
られます。主要成分はイリドイド配糖・黄色色素・フラボノイドなどで、薬理作用は
鎮痛・瀉下・利胆・肝障害予防・胃障害予防・抗腫瘍作用などが調べられて
います。経験的にはこの山梔子を服用することによって肌が白くなりやすいよう
です。山梔子の花の白さがそれを暗示しているようにも思えます。山梔子を含
む保険収載処方には、黄

おう

連
れん

解
げ

毒
どく

湯
とう

・梔
し

子
し

柏
はく

皮
ひ

湯
とう

・茵
いん

蔯
ちん

蒿
こう

湯
とう

・加
か

味
み

逍
しょう

遙
よう

散
さん

・
清
せい

上
じょう

防
ぼう

風
ふう

湯
とう

などたくさんあります。黄連解毒湯は、のぼせ・不眠・かたこり・イラ
イラの傾向がある場合の高血圧・胃炎・脳溢血を含む各種出血・二日酔い・皮
膚疾患・神経症などに使用します。梔子柏皮湯は肝臓部に圧迫がある黄疸・
皮膚瘙痒症・目の周囲の湿疹や腫れ、二日酔いなどに使用します。茵蔯蒿湯
は黄疸・肝硬変・蕁麻疹・口内炎などに使用されます。加味逍遙散は、婦人
科疾患の月経不順・月経困難・更年期障害・
血の道症などだけでなく、肝硬変などの肝疾
患、胃腸疾患の胃下垂・胃拡張・胃アトニー・
便秘や皮膚の湿疹などの証に合わせて使用
されます。清上防風湯はニキビ・顔面頸部
の湿疹や膿皮症などに使用されます。

京都保事協

渡邊一幹
わた なべ いっ かん

（民間生薬・漢方生薬）
しょう やく しょう やく

今回は、民間生薬はウラジロガシ（裏白
樫）を、漢方生薬はクチナシ（山

さん

梔
し

子
し

）を
取り上げます。

花をつけたクチナシ

クチナシの花

クチナシの実

実をつけたクチナシ

クチナシ（山
さん

梔
し

子
し

）

29
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Quercus salicinaは保険適用生薬エキス「ウロカルン」として
掲載されているのをご存知でしょうか。1925年ごろ徳島県
勝浦町の坂口久兵衛氏が「シラカシ」の葉の煎じを胆石症
に使用し著効があったことから、「体の石を追い出す」民間
薬として、葉や枝を煎じたものが胆石や腎結石・尿路結石
に利用され服用されていました。それを徳島大学薬学部が
1958年動物実験でそれを確かめ、多くの病院で追試され、
1966年薬学会で発表されたことにより、効能が確立されまし
た。日本新薬がそのエキスを錠剤「ウロカルン錠」1回2錠1日
3回として出したのです。特徴は結石発育抑制・溶解作用、
抗炎症作用、利尿作用で、適応症は腎結石・尿管結石の
排出促進です。実際、腎結石のある患者に使用すると、尿
潜血の消失、石による腰痛や腹痛が立ち所に軽快するの
がみられるのは驚きです。私は今まで副作用を経験しており
ません。原色和漢薬図鑑（難波恒夫著）によると、「試験管
内において、コレステロールおよびステアリン酸カルシウムから
なる結石は、葉および小枝の10％水溶液中に浸しておくこと
により脆弱となり、ビリルビン酸カルシウムおよびステアリン酸カルシウムからなる結
石は同様の処理により50～90％溶解し、完全溶解するものもある。臨床的には
胆石症および腎結石症に対する多くの治験例が報告されている」とあります。ウ
ラジロガシ（裏白樫）はブナ科コナラ属の高さ20mにもなる常緑広葉高木で、東
北南部以南の日本各地で見られます。樹皮は灰色でなめらかで、葉はふちに
鋭い鋸歯があります。堅果は長さ1.5～2cmで卵
形か楕円形で殻

かく

斗
と

（どんぐりの帽子）には6～7個
の輪があります。木は固い材質のため、建材や家
具に使用されます。薬用としては葉や枝を乾燥し
て煎じて飲むと、胆嚢結石や腎結石のある人に
は効果があります。また入浴用に使用すると、肌
荒れや痔にも効果があるとされています。
民間薬の条件は、安全で副作用がほとんどないこ
とが条件ですが、ウラジロガシもその中の一つで、
ほかにはセンブリ・ドクダミ・ゲンノショウコ・タラノ木・
キササゲ・カキドオシなどが有名です。

（薬 に な る 植 物薬 に な る 植 物

灰色の樹皮

殻斗の横輪縞模様

葉の裏は白っぽい葉の縁はギザギザ

ウラジロガシ（裏白樫）
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平
成
29
年
4
月
22
日（
土
）、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
札
幌
に
て
平
成
29
年
度
東
北
北
海
道
医
師

協
同
組
合
協
議
会
の
定
例
協
議
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
は
全
医
協
連
よ
り
、
鮄
川
会

長
は
じ
め
4
名
、
東
北
5
組
合
か
ら
役
職
員
21

名
と
、
当
番
組
合
で
あ
る
北
海
道
か
ら
は
18
名

の
役
職
員
が
参
加
し
、
議
案
審
議
及
び
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
北
海
道
医
協
の
木
村
専
務
理
事

の
司
会
進
行
の
も
と
、
才
善
理
事
長
の
歓
迎
の

挨
拶
、
全
医
協
連
鮄
川
会
長
の
祝
辞
の
後
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

●
報
告
事
項

1
．
協
議
会
当
番
組
合
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て

2
．
平
成
28
年
度
協
議
会
事
業
報
告
に
つ
い
て

3
．
平
成
28
年
度
会
計
報
告
に
つ
い
て

い
わ
て
医
協
よ
り
こ
れ
ら
の
報
告
が
あ
り
、

議
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
協
議
事
項

1
．
平
成
29
年
度
協
議
会
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
2
．全
医
協
連
役
員
改
選
に
伴
う「
役
員
推
薦
委

員
」の
選
出
に
つ
い
て

北
海
道
医
協
よ
り
説
明
し
、
収
支
予
算
は
提

案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
推
薦
委
員

の
選
出
は
協
議
の
結
果
、
青
森
医
協
の
齊
藤
勝

理
事
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
情
報
提
供﹇
全
医
協
連
よ
り
﹈

1
．
福
祉
部
よ
り

 

J
M
C
厚
生
会
・
福
祉
部
会
報
告
・
生
保
販
促

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
．
購
買
部
よ
り

 

ジ
ャ
パ
ン
ド
ク
タ
ー
ズ
カ
ー
ド
・
ボ
ル
ボ
車

両
情
報
紹
介
事
業
・
電
力
小
売
り
事
業

3
．
そ
の
他

平
成
29
年
購
買
、福
祉
担
当
職
員
合
同
研
修
会

以
上
3
件
に
つ
き
全
医
協
連
の
塚
越
次
長
、

喜
多
原
事
務
局
参
与
よ
り
情
報
提
供
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
次
期
当
番
組
合
の
山
形
医
協
德
永

理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の

議
案
審
議
が
終
了
し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
は
、
会
場
を

移
し
、
才
善
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
全
医
協
連

鮄
川
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
い
わ
て
医
協
の
前

川
理
事
長
の
祝
杯
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ

ル
の
最
上
階
で
札
幌
の
夜
景
を
ご
観
覧
さ
れ
な

が
ら
、
地
元
北
海
道
の
日
本
酒
を
堪
能
い
た
だ

き
、
酒
宴
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
4
月
に
も
関
わ
ら
ず
気
温
は

低
く
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
東
北

か
ら
温
か
い
風
を
お
運
び
い
た
だ
い
た
よ
う
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

（
北
海
道
医
師
協
同
組
合　

伊
藤
美
里
）

平
成
29
年
度 

東
北
北
海
道
医
師
協
同
組
合
協
議
会
定
例
協
議
会

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

東
北
北
海
道

会議風景

……………………………………………………………………………………………………………………………
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平
成
29
年
度 

第
1
回 

医
師
協
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
報
告

ブ
ロ
ッ
ク
便
り

………………………………………

………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
細
木
専
務
理
事
の
司
会
で
開
会
し
、
竹
村
理

事
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
全
医
協
連 

鮄
川
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
引
き
続

き
会
議
に
入
り
ま
し
た
。

﹇
報
告
事
項
﹈

一
、
平
成
二
十
八
年
度
会
計
報
告
と
監
査
報
告

愛
媛
県
の
松
本
営
業
部
長
代
理
か
ら
の
収
支

報
告
の
後
、
稲
田
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な

さ
れ
た
。

二
、
福
祉
調
査
研
究

会
か
ら
の
報
告

愛
媛
県
の
中
野
調

査
研
究
員
か
ら
、

福
祉
部
会
と
平
成

29
年
職
員
研
修
会

等
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。

三
、
購
買
調
査
研
究

会
か
ら
の
報
告

高
知
の
窪
内
調
査

研
究
員
か
ら
、
全

医
協
連
の
平
成
28

年
度
斡
旋
高
と

2
0
1
6
秋
季

J
M
C
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
報
告
が
な

さ
れ
た
。

平
成
29
年
5
月
13
日（
土
）高
知
市
の「
老
舗

料
亭
・
濱
長
」に
於
い
て
、
平
成
29
年
度
第
1
回

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
、
全
医
協
連
か
ら
鮄

川
会
長
、
小
林
副
会
長
、
榮
田
専
務
理
事
ほ
か

事
務
局
を
含
め
て
5
名
、
徳
島
医
協
か
ら
豊
﨑

理
事
長
他
4
名
、
高
松
市
医
協
か
ら
神
内
理
事

長
他
4
名
、
愛
媛
県
医
協
か
ら
久
野
理
事
長
他

5
名
、
松
山
市
医
協
か
ら
村
上
理
事
長
他
5
名
、

高
知
医
協
か
ら
竹
村
理
事
長
他
6
名
、
合
計
29

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
医
協

四
、
全
医
協
連
事
務
局
か
ら
の
報
告

塚
越
次
長
か
ら
の
J
M
C
厚
生
会
販
促
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
、生
保
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、職

員
合
同
研
修
会
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
喜

多
原
参
与
か
ら
J
D
カ
ー
ド
取
組
状
況
、
ボ

ル
ボ
車
両
情
報
紹
介
、
医
師
協
で
ん
き
、

J
M
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
全
国
医
師
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

五
、
全
医
協
連
の
役
員
推
薦
委
員
選
出
に
つい
て

愛
媛
県
の
中
野
係
長
か
ら
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
の
推
薦
委
員
の
選
出
順
番
に
よ
り
、
高

知
医
協
の
細
木
専
務
理
事
を
選
出
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

﹇
懇
親
会
﹈

高
知
医
協
の
竹
村
理
事
長
の
挨
拶
後
、
徳
島

医
協
の
豊
﨑
理
事
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
移
り
、

「
シ
バ
テ
ン
踊
り
」や「
べ
く
杯
」「
菊
の
花
」な
ど

の
高
知
独
特
の
料
亭
で
の
遊
び
で
親
睦
を
深
め
、

情
報
交
換
な
ど
大
変
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

﹇
親
睦
ゴ
ル
フ
﹈

翌
日
の
親
睦
ゴ
ル
フ
は
好
天
の
中
、「
ヨ
コ

ハ
マ
タ
イ
ヤ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」開
催
の

「
土
佐
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」に
お
い
て
3
組
12

名
の
参
加
で
開
催
し
、
太
平
洋
を
望
む
解
放
感

あ
ふ
れ
た
ホ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
和
や
か
な

う
ち
に
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
知
医
師
協
同
組
合　

窪
内
達
也
）

会議風景

親睦ゴルフ
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全
医
協
連
で
は
、
毎
年
、
生
命
保
険
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
も
平
成
28
年
4
月
〜
11
月
ま
で
の
8
ヶ
月
間
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
医
師
休
診
共
済
会
の

団
体
扱
い
を
取
扱
っ
て
い
る
生
命
保
険
会
社
の
全
国
の
募
集
人
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
昨
年
、
表
彰
基
準
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま

た
、
従
来
は
、
2
月
の
保
険
懇
話
会
の
開
催
時
に
全
医
協
連
役
員
や
、
お
取
引

保
険
会
社
の
前
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

全
国
の
医
師
協
同
組
合
の
福
祉
担
当
職
員
も
集
ま
る
平
成
29
年
購
買
・
福
祉
担

当
職
員
合
同
研
修
会
の
中
で
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
職
員
合
同
研
修
会
の
福
祉
部
門
の
研
修
会
は
、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

大
阪
に
お
い
て
、
6
月
4
日（
日
）午
前
8
時
30
分
か
ら
始
ま
り
、
生
命
保
険
販

売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
は
、
そ
の
研
修
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
2
部
門
に
ダ
ブ
ル
受
賞
さ
れ
た
の
が
、九
州
・
山
口
県
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
竹
本
康
博
様
で
し
た
。
竹
本
様
は
三
井
住
友
海
上
あ
い
お
い
生
命

保
険
所
属
の
募
集
人
の
方
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
連
続
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

3
部
門
の
う
ち
、も
う
一
つ
の
部
門
の
受
賞
者
は
、小
野
春
彦
様
で
す
。東
京
海

上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険
に
所
属
し
て
お
り
、東
京
地
区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
会
社
の
表
彰
部
門
で
は
、損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
ひ
ま
わ
り
生
命
保

険（
株
）、
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
保
険（
株
）、
エ
ヌ
エ
ヌ
生
命
保
険（
株
）が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
同
様
の
生
命
保
険
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
11
月
末
ま
で
実
施

中
で
す
。

キャンペーン入賞の竹本様（右）と小野様（左から3人目）

生命保険販売促進キャンペーン表彰
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平
成
26
年
4
月
か
ら
発
売
を
開
始
し
た
J
M
C
厚
生
会
の

共
済
保
険
は
、
全
国
医
師
協
同
組
合
連
合
会
の
関
連
団
体
と

し
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
加
入
件
数
が
順
調
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

取
扱
商
品
の「
休
診
共
済
」は
、
ケ
ガ
や
病
気
で
就
業
で
き

な
い
と
き
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
保
険
で
す
。
も
う
一
つ

の
商
品「
生
命
共
済
」は
、
万
が
一
の
時
に
死
亡
保
険
金
ま
た

は
、
重
度
障
害
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
保
険
で
幅
広
い
保
険

金
額
が
選
択
で
き
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
商
品
は
、
医
師
協
同
組
合
の
み
が
取
扱
っ
て

い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
り
、
全
国
各
地
区
の
医
師
協
同

組
合
で
は
、
商
品
紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
に
て
ご

案
内
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
4
月
〜
今
年
の
3
月
ま
で
J
M
C
厚
生
会

の
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
3
月
に
は
、
年
一

回
の
年
払
契
約
の
申
込
み
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
休
診
共
済
」「
生
命
共
済
」の
合
計
新

規
契
約
件
数
上
位
10
医
師
協
同
組
合
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
6
月
3
日（
土
）の
全
医
協
連 

購
買
・
福
祉
担

当
職
員
合
同
研
修
会（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
開
催
）に

お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
J
M
C
厚
生
会
の
岩
田
章
男
理

事
長
か
ら
、
入
賞
し
た
医
師
協
同
組
合
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
1
位
は
神
戸
医
師
協
同
組
合
で
3
年
連
続
第
1
位
で
し

た
。
第
2
位
が
福
岡
医
師
協
同
組
合
、
第
3
位
が
兵
庫
県
医

師
協
同
組
合
と
広
島
県
医
師
協
同
組
合
で
し
た
。

販売促進キャンペーン表彰式

キャンペーン入賞組合とJMC厚生会・岩田理事長

順位 組合名
1位 神戸医師協同組合
2位 福岡医師協同組合

3位
兵庫県医師協同組合
広島県医師協同組合

5位 和歌山県医師協同組合
6位 鹿児島県医師協同組合

7位
大森医師協同組合
宮崎県医師協同組合

9位 富山県医師協同組合
10位 石川県医師協同組合

JMC厚生会
販売促進キャンペーン入賞組合

キャンペーン第1位の神戸医師協同組合 藪下達也主任



JMC

JMC厚生会ホームページのトップページ：「シミュレーションはこちら」をクリックしてください。

保険料シミュレーション画面：必要事項を選択後に「保険料を計算する」をクリックしてください。
※注意：下記は平成27年1月1日に入力した場合のシミュレーションです。

保険料シミュレーション結果：補償額と保険料が表示されます。
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JMC厚生会ホームページのトップページ：「シミュレーションはこちら」をクリックしてください。

保険料シミュレーション画面：必要事項を選択後に「保険料を計算する」をクリックしてください。
※注意：下記は平成27年1月1日に入力した場合のシミュレーションです。

保険料シミュレーション結果：補償額と保険料が表示されます。
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い保険商品一覧

4  医療保険
保険会社名 商品名 特　徴

メットライフ生命保険 医療保険 終身タイプは入院・手術の保障が一生涯続きます。

ジブラルタ生命保険 終身医療保険 １泊2日以上の入院から保障します。  

東京海上日動あんしん
生命保険 医療保険

病気やケガによる入院・手術・放射線治療も保障します。入院給
付金等の受け取りがない場合、払い込んだ保険料が戻ります。
また、入院給付金等の受け取りがあった場合でも、差額が戻り
ます。

三井住友海上あいおい
生命保険 医療保険 特約を付加することにより、介護、三大疾病、がんの通院の保

障をプラスできます。

損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険 医療保険 入院と手術の費用はもちろん、特約により先進医療の技術料

もサポートします。

5  がん保険
保険会社名 商品名 特　徴

メットライフ生命保険 がん保険 がんによる治療・入院・手術などがん保障に特化した保険です。

東京海上日動あんしん
生命保険 がん保険 がん治療支援金保険、がん診断保険の２つのタイプのがん保

険があります。

6  資産形成
保険会社名 商品名 特　徴

アクサ生命保険 ユニット・リンク保険 積立金額、払い戻し金額および満期保険金などが特別勘定の
運用実績に応じて変動します。（増減）

7  年金保険
保険会社名 商品名 特　徴

朝日生命保険 個人年金保険 年金支払い期間を５年、１０年から選べます。

8  介護保険
保険会社名 商品名 特　徴

メットライフ生命保険 日常生活動作障害保障保険 介護、認知症が、所定の状態が継続している限り、生涯にわた
り年金が支払われます。

9  貯蓄・保障分離型保険
保険会社名 商品名 特　徴

朝日生命保険 利率変動積立保険（保険王） 必要な保障を組み合せることができます。
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全医協連取り扱

1  終身保険
保険会社名 商品名 特　徴

アクサ生命保険

家族収入保障特約付終身保険 死亡保障が一生涯続く終身保険に遺族が年金を受取れる
家族収入特約を付加できます。

終身保険（低払いもどし金型）
ご契約時に指定いただく「低払いもどし期間」の払いもどし
金を低く抑えることで保険料を割安にする低払いもどし金
特則を付加したプランです。

メットライフ生命保険
 

無配当終身保険 生涯を通じて、死亡・高度障害の保障が得られます。解約返
戻金があるので有効に活用できます。

積立利率変動型終身保険 運用実績に基づいて、保険金及び解約返戻金が変動します。

ジブラルタ生命保険 生存給付金型特則付低解約返戻金型積
立利率変動型終身保険（無配当） 一生涯の死亡保障に加え、生存給付金が受取れます。

損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険

無配当終身保険 生涯を通じて、死亡・高度障害の保障が得られます。

低解約返戻金型終身保険 保険料払込み期間中の解約返戻金を抑えることにより、保
険料が割安です。

無選択型終身保険 契約時に医師の健康審査や、告知がありません。ただし、
通常の終身保険より保険料が割高です。

東京海上日動あんしん
生命保険 

終身保険 万が一の保障が一生涯続きます。

低解約返戻金型終身保険 保険料払込み期間中の解約返戻金を通常の７０％に抑える
ことにより、保険料が割安になります。

三井住友海上あいおい
生命保険 特定疾病保障終身保険 がん、急性心筋梗塞、脳卒中になったときに一時金が支払

われます。

2  定期保険
保険会社名 商品名 特　徴

エヌエヌ生命保険 無配当定期保険 最長100歳までの保障があります。

メットライフ生命保険 平準定期保険
（リスク細分型保険料率適用） 被保険者の健康状態によっては、保険料が安くなります。

アクサ生命保険 定期保険（低払いもどし金型）
低払いもどし期間中の払いもどし金額を低く抑えることで、
割安な保険料で98歳までの長期の死亡・高度障害の保障を
準備できます。

損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険 定期保険 必要な保障をできるだけ少ない負担で加入できます。

●健康体割引保険

大同生命保険 健康体割引特約付定期保険 被保険者の健康状態が所定の基準を満たしている場合、特
約の付加により保険料が割引になります。

●逓増定期保険
エヌエヌ生命保険 低解約返戻金型逓増定期特約定期保険 保険料はかわらず保険金額が増加していきます。

3  収入保障保険
保険会社名 商品名 特　徴

エヌエヌ生命保険 無解約返戻金型収入保障保険 万が一の場合のリスクを低コストで備えることができます。

メットライフ生命保険 収入保障保険 万が一の時に毎月決まった保険金が支払われます。

損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険 無解約返戻金型収入保障保険 万が一のとき残されたご家族が死亡保険金を生活費として、

年金形式で毎月受け取ることができます。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

購買部新サービスのご案内

医師協でんき
始まっています

電力供給元は
『エネット』

15年連続
新電力シェアNo.1

申込みの流れは、簡単　ステップ
　月々の検針票を用意して所属の医師協へご連絡ください
　医師協にて削減額をシミュレーションして見積結果をお返しします
　申込書を送付（旧電力会社の解約手続きは医師協で実施します）

配電線工事・停電対応は
これまで通り

地域電力会社が実施

気軽に電気代削減。
年間シミュレーションも
もちろん無料

送配電は
これまでと同じ

契約手続きに
費用はかかりません※

PRICE
DOWN

※エネットは、株式会社ＮＴＴファシリティーズ、東京ガス株式会社、
 大阪ガス株式会社により、2000年に設立された新電力会社です。

33
1
2
3

【詳しくは所属の医師協同組合までお問い合わせください】【詳しくは所属の医師協同組合までお問い合わせください】

医師協が提供する電気は安心・安全
電力自由化から 1 年が経ちました。
電気の購入先はご自分で選ぶ時代です。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

（お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

購買部取扱いサービスのご案内

医学書のご注文は、こちらが便利です。

《組合員特別価格》が
  適用されます!!

各WEBサイトでの販売価格よりも、断然
お得です。販売価格は、所属の医師協に
お問い合わせ下さい。

※医師協が実施する書籍事業の内、本サービスは送料無料となり
ます。同様の一般書籍サービスは条件が相違しますので、ご注意
をお願いします。詳細は、所属の医師協にお問い合わせ下さい。

その1
《送料無料》です!!

ご注文金額に関わらず送料はかかりません。
その2

医師協同組合だから出来る
【医書籍販売サービス】
はご存知ですか?

医書籍販売サービスの2大特典

今回、医学書の電子書籍もご注文を頂ける事となりました。ご利用の際は、ご登録が必要となります。詳細は医師協へお問い合わせ下さい。

※その他、新刊医学書、医学学会売れ筋書籍などは、全医協連又は各医師協ホームページの専用バナーでご確認下さい。

［今月の売れ筋医学書籍はこちら］

定価：10,800円（税込）
〈特別価格で購入頂けます〉

定価：5,184円（税込）
〈特別価格で購入頂けます〉

定価：3,024円（税込）
〈特別価格で購入頂けます〉

「医書籍販売サービス」のご案内
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

大手メーカーの最新医療機器を掲載した
 【MEガイドVol.15】が発行されました。
MEガイドとは、

・電子カルテ＆レセプトコンピュータ

・超音波診断装置、心電計、内視鏡機器

・X線装置、自動現像機＆X線画像診断装置

・眼科検査機器、耳鼻科機器　など、あらゆる大手メーカーの
最新医療機器が掲載されている総合カタログです。

【MEガイドVol.15】のご案内

医療機器をご購入の際は、まず医師協へご一報ください！！
全国の医師協によるスケールメリットを活かし、

ご満足いただける価格、サービスをご提供いたします！

電話番号 電話番号
北海道・東北 北海道医師協同組合 011-222-0110 関東 大森医師協同組合 03-3772-2156

山形県医師会協同組合 023-666-5300 蒲田医師協同組合 03-3736-4111
東海・北陸 岐阜県医師会協同組合 058-274-1116 近畿 大阪府医師協同組合 06-6768-2072

静岡県医師協同組合 054-246-0001 京都府保健事業協同組合 075-212-4193
富山県医師協同組合 076-429-7185 神戸医師協同組合 078-241-8990
名古屋市医師会協同組合 052-937-7833 滋賀県医師協同組合 077-516-8660

中国・四国 岡山医師協同組合 086-201-1414 奈良県医師協同組合 0742-34-7991
徳島医師協同組合 088-624-6411 和歌山県医師協同組合 073-422-2678
広島県医師協同組合 082-568-4511 九州 北九州医師事業協同組合 093-512-1723

筑紫医師協同組合 092-921-9339
福岡医師協同組合 092-852-1540

〔MEガイド取り扱い医師協〕

日立製作所　
X線骨密度測定装置【DCS-900FX】
☆ 本体独立設計により、様々なニーズに適応する
組合せシステム

〈掲載商品一例〉

コニカミノルタジャパン　
超音波診断装置【SONIMAGE HS1】
☆『なりたい』をかたちに

富士フィルムメディカル　
デジタルX線画像診断システム（FPD）
［CALNEO Smart S47］
☆ 高画質を、もっとSmartに。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

ご確認下さい。

資料をご請求下さい。

お問い合わせ下さい。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

被ばく線量測定用の
バッジをメーカーより
毎月送付します。

税別

税別

（TLDバッジ）

低価格・高精度

所属の医師協にお問い合わせ下さい。

・
X
線
室
専
用
の
安
心
製
品
!!

・
保
健
所
の
監
査
に
対
応
し
た
報
告
書
付
!!

※

医
療
法
に
よ
り
、
測
定
記
録
を
五
年
間
保
存
す
る
事
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所属の医師協に
お問い合わせ下さい。

所属の医師協に
お問い合わせ下さい。

通常価格

通常価格

お客様にて測定用のバ
ッジを毎月交換してご返
送戴くことで報告書をお
届けするサービスです。
（報告書30年間保存義
務）

産業テック株式会社

所属の
未満

お問い合わせ

ディンフコンエアゾール
【開発元】
【製品名】

【注意点】 1. 抗菌加工がしてある製品（便器の台座など）は変色する事があります。
2. 防水加工がしてあるマスクなどは撥水してしまう場合があります。
3. 抗菌コーティング剤は水溶性の液体です。油分が付着している所では液が弾かれてう
まくコーティング出来ません。付着している汚れを除去して噴霧して下さい。

4. スプレーされる場合はあらかじめ試し吹きをされてからご使用ください。

￥2,860（税別）



ボルボ車両情報紹介事業
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購買部取扱いサービスのご案内
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

【カード加盟店・カード協賛店】
は、各医師協同組合と全国医
師協同組合連合会のホーム
ページにある【JDカードなび】
で検索可能です。
是非、一度ご覧下さい。

各医師協の取り組みにより
全国及び東京、関東圏に
有名レストラン、有名ホテルなど、
お得にご利用出来る店舗が増加中！！

一般カード ゴールドカード

お得ポイント 1
年会費が本人もご家族もお得！

お得ポイント 2
加盟店でのご利用がお得！
（全国 約400店舗）

お得ポイント 3
ご利用枠が高額設定でお得！

一般カード 初年度の年会費　無料

ゴールドカード 初年度の年会費　半額

・有名百貨店でのお買い物で最大５％還元
・有名ホテルの宿泊、レストランの飲食代金
が最大20％割引

一般カード ・原則～130万円

ゴールドカード ・原則～200万円

※旧デザインのカードをお持ちの場合、カード更新時期に切替えさせて頂きます。
※各医療機関のご利用に便利な法人カードもございます。

全国の医師のためのステータスカード【JAPAN DOCTOR’S CARD】（以下、略称「JDカード」）
全国各地にご利用できるお店が増え、各サービスとの連携によりご利用範囲が広がっています。

JAPAN DOCTOR̛ S CARD

お問い合わせ・お申込み先

・山形県医師協（ＴＥＬ 023-666-5300）
・宮城県医師協（ＴＥＬ 022-722-8241）
・青森県医師協（ＴＥＬ 017-757-8778）
・都医協連（ＴＥＬ 03-5250-0064）
　※蒲田、荏原、大森、足立、東京中央（旧城西）
・西東京医師協（ＴＥＬ 042-524-6411）
・千葉市医師協（ＴＥＬ 043-242-1089）

・岐阜県医師協（ＴＥＬ 058-274-1116）
・富山県医師協（ＴＥＬ 076-429-7185）
・福井県医師協（ＴＥＬ 0776-24-0367）
・静岡県医師協（ＴＥＬ 054-246-0001）
・石川県医師協（ＴＥＬ 076-239-4144）

・大阪府医師協（ＴＥＬ 06-6768-2053）
・京都府保事協（ＴＥＬ 075-212-4193）
・神戸医師協（ＴＥＬ 078-241-8819）
・滋賀県医師協（ＴＥＬ 077-516-8660）
・奈良県医師協（ＴＥＬ 0742-34-7991）
・和歌山県医師協（ＴＥＬ 073-422-2678）　

・広島県医師協（ＴＥＬ 082-568-4511）
・岡山医師協（ＴＥＬ 086-201-1414）
・高知医師協（ＴＥＬ 088-833-1241）
・徳島医師協（ＴＥＬ 088-624-6411）
・高松市医師協（ＴＥＬ 087-812-1866）
・愛媛県医師協（ＴＥＬ 089-986-9978）
・香川医師協（ＴＥＬ 087-876-5300）
・沖縄県医師協（ＴＥＬ 098-889-0081）

東北、関東地区 中部地区

中国、四国、九州地区

近畿地区

下記の医師協がJDカードの取り組みを開始します。JDカードの資料、申込書等を送付させて
頂きますので、対象の医師協に所属されている先生は、お問い合わせ下さい。
香川医師協同組合（TEL　087-876-5301）
東京都医師協同組合連合会（TEL　03-5250-0064）
　※蒲田医師協、荏原医師協、大森医師協、足立医師協、城西医師協が対象

速 報

「JAPAN DOCTOR’S CARD」（医師協CARD）のご案内!!



全国250を超える有名レストランで、指定のコース料理を2名以上でご注文の場合、

1名様分の料理が無料!! ※ご登録が必要です。ご登録は、右記医師協までお願いします。※その他、対象店舗は前ページの医師協までお問い合わせ下さい。

全国400を超える【スポーツデポ、アルペン、ゴルフ5】の全店で、
いつでも店内商品が5％OFF!!
※一部商品（Newモデルゴルフクラブ、電動ハイブリッド自転車、加工費など）は除きます。Newモデルゴルフクラブをご希望の際は、
必ず会計の前にJDカードご利用の旨を店舗へお伝え下さい。特別価格でご提供いたします。

（JDカード招待日和）

レストランでの
お食事は
こちら

スポーツ用品の
ご購入は
こちら

※ご利用方法、会員料金は後添ページをご参照下さい。 ※琵琶湖マリオット・ホテル、南紀白浜マリオットホテルは
7月28日にリニューアルオープンします。

旅行に
行かれる時は
こちら

軽井沢、伊豆、琵琶湖、南紀白浜、箱根など、全国10の【ラフォーレ倶楽部】が
会員料金でご利用可能!!

軽井沢マリオットホテル 南紀白浜マリオットホテル琵琶湖マリオットホテル一例

JDカードでご利用いただける
各サービスは、こちらです！！
是非、この機会に【JDカード】をお申込みの上で、各サービスをご利用下さい。
☆既に、JDカードをお持ちの場合、一部登録（レストランサービス）が必要となりますが、即ご利用可能です。

フレンチ 東京 フレンチ 大阪 イタリアン 京都

「特別コース」
（1名様 12,000円／税別）

「シェフおまかせコース」
（1名様 10,000円／税別）

「シェフにおまかせディナーコース」
（1名様 15,000円／税別）

オーシャンディッシュ Q'on クオン リストランテ・タントタントyasai french NR
（ヤサイフレンチ ノール）

一例

※画像はイメージです。

※各コース共に、別途サービス料等がかかる場合がございます。
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」加盟店のご案内!!「JAPAN DOCTOR’S CARD」（医師協CARD）加盟店のご案内!!

江戸の粋をコンセプトに伝統とモダンが調和する、庭のホテル 東京。

庭のホテル東京（東京都）

贅沢さより上品さにこだわった「美しいモダンな和のホテル」。
緑あふれる中庭を擁し、先進の佇まいに和の趣が漂う空間は
「先進」と「粋」、そして「和」を尊んだ江戸の町のように、
機能の美と心なごむくつろぎに満ちています。

《医師協CARD特典》
○館内対象レストランの飲食代金10％OFF
・グリル＆バー「流（りゅう）」
・日本料理「縁（ゆくり）」
＊尚、精算前にJDカードご利用の旨をお伝え下さい。
＊ パーティープラン、2F ファンクションルームでのご飲食は割引対象外です。
○ 2Fファンクションルーム（「燦（99㎡）」「粋（44㎡）」利用料の特
別割引料金
＊お手数ですが、料金は都度ホテルにご確認をお願いします。

 【期間限定特別プラン】※2017年12月31日（日）まで
特別宿泊料金〔1室あたり〕
・シングル　￥14,500－（諸税サービス料込、1名1室料金）
・ツイン　　￥23,000－（諸税サービス料込、2名1室料金）
※休前日は￥1,500－増しとさせていただきます。
※朝食代は含まれておりません。
※表示価格は予告なく変更となる場合がございます。

TEL 03-3293-0028
東京都千代田区三崎町1-1-16
アクセス　 JR中央線/総武線水道橋駅 東口徒歩約3分
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

「JAPAN DOCTOR’S CARD」加盟店のご案内!!「JAPAN DOCTOR’S CARD」（医師協CARD）加盟店のご案内!!

THE SAIHOKUKAN HOTEL（長野ホテル犀北館）（長野）

信州食材を信州木曽漆器で愉しむ
シャンパンバー”漆舎”も魅力。

《カード特典》
・宿泊：ホームページ掲載の正規料金の5％還元
（電話予約のみ）
・飲食：館内レストラン、バーの飲食代の5％還元
※ ご予約、来店の際、必ず本カードご利用の旨を
お伝え下さい。
※その他の割引・サービスとの併用は不可。

《営業時間》
チェックイン14：00 チェックアウト12：00noon
休業日：なし（Champagne Bar“漆舎”のみ日・月曜日定休）
《ホテル内直営レストラン》
Champagne Bar“漆舎”　日本料理“紀元茶寮”　中国料理“寒山拾得”
グリル洋定食とみんなのワイン食堂“SEIJI”　Bar“SEIJI”

TEL 026-235-3333
長野県長野市県町528-1
アクセス
北陸新幹線 JR長野駅下車
長野駅よりタクシー5分または徒歩15分
駐車場無料

善光寺に程近い立地
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不動産情報提供サービスのご案内

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

今回、従来の6社（積水ハウス・大和ハウス工業・
東急リバブル・野村不動産・三井不動産レジデ
ンシャル・三菱地所レジデンス）に加え、新たに
〔長谷工コーポレーション〕、〔明和地所〕の2社
が加わり計8社と提携しました。
首都圏新築マンションが割引価格でご購入いた
だけますのでご検討をお願い申し上げます。

〈提携会社・割引特典のご紹介〉

積水ハウス株式会社
税抜売買価格の1.0%割引

株式会社
長谷工コーポレーション

税抜売買価格の0.5%割引

ロゴ入る大和ハウス工業株式会社
税抜売買価格の1.0%割引

東急リバブル株式会社
税抜売買価格の0.5%又は1.0%割引

（一部、10万円商品券もあり）

明和地所株式会社
税抜売買価格の1.0%割引

三井不動産レジデンシャル
株式会社

税込売買価格の0.5%又は1.0%割引

三菱地所レジデンス
株式会社

税込売買価格の0.5%割引

首都圏
マンシ

ョン

購入の
ご相談

は

医師協
又は全

医協連
へ!!

……………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………

◎ご利用方法
割引特典を受ける際は、所定の「紹介カード・
紹介書」が必要となります。
紹介カード・紹介書発行のご要望・ご相談・ご
質問は、右記窓口までご連絡下さい。

◎本サービスに関するお問い合わせ先
所属の医師協同組合もしくは全国医師協同組
合連合会 購買部（TEL03-3562-4333）までお願
い致します。

※割引率は、物件及び共同事業物件などにより異なる場合がございます。
※特典をお受け頂く際、ご本人の共有持分が必要となる場合があります。
　又、お申込みまでに「紹介カード・紹介書」などの発行、ご提出が必要です。

【不動産情報提供サービス】

野村不動産株式会社
税抜売買価格の0.5%割引

各不動産会社のおすすめ物件、最新
物件などをご案内させていただきま
すので、どうぞご覧下さい。
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不動産情報提供サービスのご案内

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

［大和ハウス工業（プレミスト六番町）］
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不動産情報提供サービスのご案内

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

［三菱地所レジデンス（（仮称）三鷹駅直結タワープロジェクト）］
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不動産情報提供サービスのご案内

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

［三井不動産レジデンシャル（パークコート一番町）］
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尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

購買部取扱い商品のご案内
（ご注文、お問い合わせは所属の医師協にお願いします）

ご注文は 各医師協同組合 まで
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全国医師協同組合連合会では、先生、ご家族の皆様がホテル、レストランなどをお得にご利用
できる各サービスをご用意しています。是非、一度お試しください！！
尚、ご利用方法・対象の施設・料金などは、全国医師協同組合連合会のホームページ
（http://www.zen-ikyo.or.jp/）の各バナーからご確認下さいますよう、宜しくお願いします。

※各サイトのID、PWは、所属の医師協へお問い合わせ下さい。

各サービスのご案内

（ご宿泊のご用命は、
こちらのバナーからどうぞ）
※ラフォーレ倶楽部は、次ページ以降をご覧くだ
さい。

福利厚生サービスメンバーズルーム
（有名レストラン、東日本地区のホテルの
ご用命は、こちらのバナーからどうぞ）
※ ジャパンドクターズカード（略称JDカード）をお持
ちの方が対象となります。

JDカードメンバーズルーム

《ルートインホテル》
（異なるコンセプトの4つのホテルをご案内します）
〈一例〉ホテルルートイン
ビジネスシーンを快適にすることにこだわり、品質の髙い独自
のサービスを提供。
お客様のビジネスサポーターとして、根強い人気を持つホテル。

その他、
ホテルメトロポリタン、
ホテルメッツ、
ホテルフォルクローロも
特別価格で
ご利用頂けます。

《JDカード招待日和》
（全国250を超える有名レストランで指定コース料理を2名様以
上でご利用頂くと1名様分の料理が無料となります。）

《JR東日本系列ホテル》
（東日本地区の駅から近い各ホテルをご案内します）

〈一例〉東京ステーションホテル
東京を代表する【東京駅】の中にある圧倒的な利便性を
持つホテル。

《星野リゾート》
（全国の個性豊かなリゾートホテル・旅館をご案内します）
〈一例〉界　津軽
四季を映し、和の趣を大切にしながら造りだす快適な空間は、
現代の生活に合った心地よさを持つホテル。

《プリンスホテル》
（全国のリゾートホテル、ゴルフ場、スキー場をご案内します）
〈一例〉川奈ホテルゴルフコース
富士を背に紺碧の相模湾を望む、自然の地形を活かしたC. 
Hアリソン氏設計の魅力溢れるコース。

尚、取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

「アラスカコース」（1名様 10,000円／税別）
別途、サービス料等がかかる場合がございます。

RESTAURANT ALASKA本店［大阪］………………………

「瀬戸内コース」（1名様 7,000円／税別）
別途、サービス料等がかかる場合がございます。

瀬戸内料理 広起［広島］……………………………………………



【ラフォーレ倶楽部】  直営施設等のご予約ご利用方法はこちらです。

各ホテル・ゴルフ場へ電話1

各ホテル・ゴルフ場の担当者と相談しながらご予約いただけます。電話

0267-44-4489 077-585-6300 0739-43-7000 0224-34-1489

0287-76-3489
ラフォーレ那須
リゾートホテル

0558-72-2011
（旧：総合リゾートホテル ラフォーレ修善寺 ホテル棟）
伊豆マリオットホテル修善寺

0557-32-5489
伊東温泉 湯の庭
ラフォーレ倶楽部

箱根強羅 湯の棲
ラフォーレ倶楽部

0460-86-1489
ホテル白馬八方
ラフォーレ倶楽部

0558-74-5489
ラフォーレ修善寺
総合リゾートホテル

0558-74-5489

ラフォーレ修善寺＆
カントリークラブ

0555-65-6711

ラフォーレ蔵王
リゾート＆スパ

南紀白浜マリオットホテル
（旧：リゾートホテル ラフォーレ南紀白浜）

琵琶湖マリオットホテル富士マリオットホテル山中湖 軽井沢
マリオットホテル （旧：総合リゾートホテル ラフォーレ琵琶湖）（旧：リゾートホテル ラフォーレ山中湖）

0261-75-5489

ご予約成立2
「予約No.」と「キャンセル料発生日」をお控えください。 先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員証・利用証・カード等」をフロントにご持

参して下さい。尚、ご不明な点は各医師協または全医協連（03-3562-4333）までお問い合
わせ下さい。

ご利用当日3

ご利用当日4
先生が所属の各医師協同組合が発行する「組合員
証・利用証・カード等」をフロントにご持参して下さい。
尚、ご不明な点は各医師協または全医協連
（03-3562-4333）までお問い合わせ下さい。

❶「会員登録へ」をクリック ❷［法人会員No.］［法人パスワ
ード］を入力し、［次の画面へ］を
クリックする。

※会員No.とパスワードがわからない方は、所属の医師協同組合にお問い合わせください。

❸必要事項を入力し、「登録をす
る」をクリック。入力したメールアド
レスに「登録完了通知」が届いた
ら、登録完了となります。
尚、所属欄には「所属の医師協
同組合名」をご記入下さい。

ご希望の施設を選び「ラフォーレ倶楽部会員の方」
からプランを選択して下さい。

ラフォーレWEBサイトにアクセス1

ご予約2

会員登録へ3
http://www.laforet.co.jp ラフォーレ 検索

空室状況を見ながら簡単にご予約いただけます。ＷＥＢ

（一部施設のプラン、料金など、次ページを参照下さい。）

［法人会員名　全医協連］と［所属の医師協同組合名］、お名前、電話番号、ご利用日・ご利用人数などをお伝えください。

初めてインターネット予約をされる際に、お客様登録が必要となります。

※予約受付開始日は〔ご利用月の4ヶ月前の1日から可能〕

※取扱いが出来ない医師協もあります。所属の医師協にお問い合わせ下さい。

【ラフォーレ倶楽部】のご紹介！！
全国医師協同組合連合会（以下、「全医協連」）と各医師協同組合では、先生とご家族の皆様に福
利厚生サービス【ラフォーレ倶楽部】をご紹介させて頂いており、大変ご好評を得ております。
【ラフォーレ倶楽部】は、日本全国にホテルやゴルフ場などの各施設を保有、展開する会員制クラブで
あり、先生とご家族の皆様はこれら施設を会員価格でご利用頂けます。プライベートに、お仕事に、
是非とも【ラフォーレ倶楽部】をご利用いただきますよう宜しくお願い申し上げます。
ご利用の際は、各施設へ直接【WEB】または【電話】で予約をお願いします。

福利厚生サービス
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2017.7.28 同時OPEN
5つのマリオットホテルを会員料金で
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全国医師協同組合連合会は、「東急ホテルズ」と入会時の優待サービスに関する契約を締結し
ています。
東急ホテルズをよりお得に、より便利にご利用いただける東急ホテルズの会員組織「コンフォ
ートメンバーズ」をご案内いたします。
医師協同組合組合員の皆様には、ご入会に際しまして特別に下記特典をご用意しております。

特典1．宿泊料金が最大で50％割引
全国の東急ホテルズ系列の宿泊施設の宿泊料金が10％～最大50％の割引

特典2．ご宿泊、お食事でポイントが貯まる使える
ホテル内のレストランのお食事、ご宿泊のお支払い100円（税抜き）ごとに5ポイントのポイントが貯まり
ます。貯まったポイントは1ポイント1円として1ポイント（円）単位からお支払いにご利用いただけます。
※なお、旅行会社（インターネット上の旅行会社を含む）をご利用の場合、ポイント付与の対象外となります。

特典3．お得なクーポン券などの送付やボーナスポイントの付与
年に6回、お得な情報誌「コンフォーツ」とお得なクーポン券などを郵送させていただきます。

札幌エクセルホテル東急
札幌東急REIホテル
裏磐梯グランデコ東急ホテル
ザ・キャピトルホテル東急
赤坂エクセルホテル東急
新橋愛宕山東急REIホテル
セルリアンタワー東急ホテル
渋谷エクセルホテル東急
渋谷東急REIホテル
二子玉川エクセルホテル東急
羽田エクセルホテル東急
大森東急REIホテル

① 全医協連ホームページ（http://www.zen-ikyo.or.jp/）にアクセスし、東急ホテルズのバナーをクリックしてください。
② 入会申込書のバナーをクリックし、プリントアウトしてください。
③ 入会申込書にご記入のうえ、コンフォートメンバーズ事務局にFAXしてください。
④コンフォートメンバーズ事務局にて受領後、約2週間ほどでご登録の住所にカードが届きます。
①カード郵送の際に同封された「パスワード設定のお願い」の冊子を見ながら、パスワードを設定してください。
② 登録完了後、すぐにコンフォートメンバーズ会員料金で東急ホテルズ公式サイトよりご予約が可能となります。

吉祥寺東急REIホテル
横浜ベイホテル東急
成田エクセルホテル東急
長野東急REIホテル
上田東急REIホテル
松本東急REIホテル
白馬東急ホテル
蓼科東急ホテル
富山エクセルホテル東急
金沢東急ホテル
伊豆今井浜東急ホテル
下田東急ホテル

横浜ベイホテル東急

伊豆今井浜東急ホテル

◆ゴールド会員の特典

蓼科東急ホテル 渋谷エクセルホテル東急

セルリアンタワー東急ホテル

名古屋東急ホテル
名古屋栄東急REIホテル
京都東急ホテル
ザ パーク フロント ホテル  
　アットユニバーサル・スタジオ・ジャパン®
ヴィアーレ大阪
新大阪江坂東急REIホテル
大阪東急REIホテル
神戸三宮東急REIホテル
神戸元町東急REIホテル
松江エクセルホテル東急
広島東急REIホテル

徳島東急REIホテル
高松東急REIホテル
松山東急REIホテル
博多エクセルホテル東急
博多東急REIホテル
熊本東急REIホテル
鹿児島東急REIホテル
那覇東急REIホテル
宮古島東急ホテル&リゾーツ

【東急ホテルズ】コンフォートメンバーズのご紹介

ご入会方法

ご利用方法

ご利用対象ホテル

①入会金無料（年会費は無）
②ゴールド会員カードを発行入会時特典
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中原  賢一
（諫早市）

「長崎ランタンフェスティバル」

「佐賀バルーンフェスタ」 「マリーナの夕暮れ」
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松尾  和彦
（諫早市）

「閉店の日」

「マーチングフェスタ白組」 「マーチングフェスタ紅組」
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書籍紹介

A
I（
人
工
知
能
）搭
載
の
囲
碁
ソ
フ
ト「
ア
ル
フ
ァ
碁
」が
世
界
最
強
と
称
さ

れ
る
棋
士
達
を
次
々
と
撃
破
し
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
医
学
の
分
野
で
も
診
断

に
治
療
に
A
I
活
用
の
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
現
在
我
々
の
日
常
生
活
で
A
I

の
存
在
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
一
体
何
が
起
こ
り
こ

う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
や
A
I
の
爆
発
的
な
発
達
を
促
し
た
の
か
。
そ
し

て
我
々
は
こ
の
便
利
さ
を
た
だ
享
受
し
て
い
る
だ
け
で
い
い
の
か
。

本
書
は
A
I
の
開
発
の
歴
史
か
ら
、
今
A
I
の
活
用
で
可
能
に
な
っ
て
い
る

事
、
近
未
来
に
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
事
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
越
し
た
世
界
の

巨
大
I
T
企
業
の
戦
略
や
国
家
間
の
思
惑
な
ど
、
最
新
A
I
の
持
つ
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
両
面
に
つ
い
て
の
解
説
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
I（artificial intelligence

）は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
各
種
マ
シ
ン
に
人
間
の

よ
う
な
知
的
能
力
を
持
た
せ
る
た
め
の
技
術
で
す
が
、
今
世
紀
に
入
り
人
の
脳

科
学
の
研
究
成
果
を
応
用
し
て
A
I
自
身
が
学
習
し
進
化
成
長
す
る
仕
組
み
が

開
発
さ
れ
、
我
々
の
生
活
や
仕
事
の
中
に
飛
躍
的
に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
開
発
の
経
緯
や
仕
組
み
に
つ
い
て
も
い
ろ
ん
な
比
喩
を
用
い
て
解
説
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
最
先
端
の
A
I
技
術
を
応
用
し
人
の
た
め
に
働
く
次
世

代
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
巡
っ
て
欧
米
の
巨
大
I
T
企
業
や
米
国
、
E
U
な
ど
の

国
家
戦
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
A
I
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
は
単
に
ロ
ボ

ッ
ト
業
界
だ
け
で
な
く
今
後
全
産
業
に
波
乃
す
る
と
考
え
ら
れ
、
誰
が
こ
の
次

世
代
ロ
ボ
ッ
ト
用
の
A
I
基
本
ソ
フ
ト
を
押
え
る
か
、
熾
烈
な
競
争
が
始
っ
て

い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
人
間
と
A
I
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
が
、

A
I
は
快
適
な
生
活
を
も
た
す
と
共
に
爆
走
や
悪
用
と
い
う
リ
ス
ク
も
は
ら
ん

で
い
る
の
で
、日
本
で
も「
人
工
知
能
を
使
う
倫
理
」と「
人
工
知
能
を
開
発
す
る

倫
理
」を
テ
ー
マ
と
し
た
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
検
討
が
な
さ
れ
は
じ
め
て

い
ま
す
。
日
頃
A
I
の
仕
組
み
な
ど
に
は
関
心
の
な
か
っ
た
小
生
で
す
が
、
医

療
介
護
へ
の
A
I
活
用
の
記
事
に
惹
か
れ
て
手
に
し
た
本
で
す
が
、
ス
ム
ー
ス

に
は
読
み
進
み
に
く
か
っ
た
の
が
正
直
な
所
で
す
。
読
み
終
え
て
階
下
の
居
間

を
覗
く
と
ル
ン
バ
が
無
表
情
で
黙
々
と
掃
除
し
て
い
る
姿
に
ち
ょ
っ
と
恐
れ
を

感
じ
ま
し
た
。 

（
広
報
部
部
会
員　

久
富
充
廣
）
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第
15
号
議
案「
役
員
旅
費
規
程
の
改
定
」に
つ

い
て
説
明
を
し
、
審
議
の
結
果
、
全
員
の
賛
成

に
よ
り
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
報
告
事
項
に
移
り
、
第
3
回
理
事
会

（
1
月
22
日
）以
降
の
主
な
行
事
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

財
務
部
・
遠
山
常
務
理
事
よ
り
財
務
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

広
報
部
・
才
善
常
務
理
事
よ
り
、
4
月
1
日

発
行
の
J
M
C
ニ
ュ
ー
ス
1
4
4
号
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
企
画
部
・
大
本
常
務
理
事
よ
り
、
3
月

19
日
に
開
催
し
た
第
2
回
総
合
企
画
部
会
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

購
買
部
・
安
元
常
務
理
事
よ
り
、
2
月
12
日

に
開
催
し
た
第
2
回
購
買
部
会
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

福
祉
部
・
惠
美
常
務
理
事
よ
り
2
月
5
日
に

開
催
し
た
第
2
回
福
祉
部
会
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
各
部
か
ら
の
報
告
の
後
、
1
月
、
2

月
に
開
催
し
た
常
務
会
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
喜
多
原
事
務
局
参
与
か
ら
、「
全
国
医

師
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」の
開
催
要
項
・
参
加

予
定
者
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
事
務
局
か
ら
、
J
M
C
厚
生
会
認
可

特
定
保
険
業
加
入
状
況
、
ボ
ル
ボ
車
両
情
報
紹

介
状
況
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部
利
用
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

終
わ
り
に
岩
田
副
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ

り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
の
終
了
後
は
、
ど
こ
の
桜
が
今
ま
さ
に
見

頃
で
あ
る
と
か
、
あ
そ
こ
の
桜
は
こ
れ
か
ら
で

あ
る
と
か
、
皆
さ
ん
お
薦
め
の
桜
の
名
所
の
こ

と
を
話
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
つ
か
れ

ま
し
た
。

3
月
下
旬
に
九
州
を
出
発
し
た
桜
前
線
が
北

上
し
、
東
京
の
桜
も
見
頃
を
迎
え
た
平
成
29
年

4
月
2
日
、
平
成
28
年
度
第
4
回
理
事
会
が
全

医
協
連
会
館
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
鮄
川
会
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
鮄
川
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
直
ち
に
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
12
号
議
案「
全
医
協
連
会
館
大
規
模

修
繕
業
者
選
定
」に
つ
い
て
説
明
を
し
、
審
議

の
結
果
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案「
職
員
給
与
改
定
案
」に
つ
い
て

説
明
を
し
、
審
議
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
し
て
い
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。

第
14
号
議
案「
事
務
局
職
員
の
昇
格
」に
つ
い

て
提
案
し
、
審
議
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

全
医
協
連
専
務
理
事・事
務
局
長　

榮え
い

田だ 

好こ
う

一い
ち

朗ろ
う

理
事
会
だ
よ
り
第
三
十
六
回
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理事会・部会だより理事会・部会だより

理事会報告理事会報告
＊第5回：平成29年4月2日（日） 全医協連会館 21名
第12号議案： 全医協連会館大規模修繕業社選定

について
第13号議案：職員給与制度改定案について
第14号議案：事務局職員の昇格について
第15号議案：役員旅費規程の改定について

広報部会報告広報部会報告
＊第3回：平成29年4月2日（日） 全医協連会館 23名
（1）春潮号（144号）の反省について
（2）蒼翠号（145号）の発刊計画について
（3）次回部会開催日時の件

役員推薦会議役員推薦会議
＊第1回： 平成29年6月4日（日） 

ホテルグランヴィア大阪 8名
役員候補者選出の件

購買部会報告購買部会報告
＊第4回： 平成29年6月4日（日） 

ホテルグランヴィア大阪 22名
（1） 平成28年度＆平成29年度斡旋高、収入見込

み案（主要品目）
（2） 平成28年度＆平成29年度費用見込み案（主要

科目）
（3） 平成28年度＆平成29年度事業計画（概要案）
（4） 会員制コンシェルジュサービスの検討 

/クラブコンシェルジュ
（5）次回会議の日程（案）

福祉部会報告福祉部会報告
＊第3回： 平成29年6月4日（日） 

ホテルグランヴィア大阪 22名
（1） 平成28年度事業報告並びに平成29年度事業

計画（案）検討の件
（2） 平成28年度収支報告並びに平成29年度収支

計画（案）検討の件
（3）保険販売力向上の勉強会（仮称）開催の件
（4）平成29年度表彰組合選定基準の件

全医協連活動状況全医協連活動状況
◆平成29年
4月 1日（土） 第1回総合企画部・福祉部合同会議
 第6回医療機器販売および医療ITに 

関する研究会
 第3回購買部調査研究会、常務会
4月 2日（日） 中間監査、第5回理事会、 

第3回広報部会
4月 6日（木） 塚越次長、喜多原事務局参与 

群馬県医師会訪問
4月13日（木） 全国医師ゴルフ選手権大会打合せ 

（日医会館）
4月22日（土） 平成29年度東北北海道医師協同組

合協議会定例協議会に鮄川会長、榮
田専務理事、塚越次長、喜多原事務
局参与出席

  （京王プラザホテル札幌）
4月28日（金） 第4回総合企画部打合せ会議
5月 3日（水） 全国医師ゴルフ選手権大会前夜祭 

（岐阜グランドホテル）
5月 4日（木） 全国医師ゴルフ選手権大会 

（岐阜関カントリー倶楽部）
5月13日（土） 平成29年度第1回医師協四国ブロック

協議会に、鮄川会長、小林副会長、榮
田専務理事、塚越次長、喜多原事務
局参与出席

  （高知市 濱長）
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5月17日（水） 常務会
5月19日（金） 第2回総合企画部・福祉部合同会議
5月27日（土） 東京都医師協同組合連合会第49回通

常総会懇親会に、榮田専務理事出席 
（ロイヤルパークホテル）

6月 3日（土） 第4回購買部調査研究会、 
第3回福祉部調査研究会

6月 3日（土）・4日（日）
 購買・福祉担当職員合同研修会 

（ホテルグランヴィア大阪）
6月 4日（日） 第4回購買部会、第3回福祉部会、 

第1回役員推薦会議
6月10日（土）・11日（日）
 近畿医療協同組合連合会第51回通

常総会に、鮄川会長、榮田専務理事、
 塚越次長出席 

（ホテルオークラ京都）

今後の予定今後の予定
◆平成29年
7月 1日（土） 第3回総合企画部会、常務会
7月 2日（日） 第4回広報部会
7月14日（金） 第1回総合企画・購買合同会議
7月29日（土） 常務会
 総合企画部・購買部・福祉部合同打

合せ会議
7月30日（日） 第6回理事会、第2回役員推薦会議
8月25日（金） 保険販売力向上の勉強会
8月26日（土）・27日（日）
 事務局代表者会議
8月27日（日） 第4回総合企画部会
9月20日（水） 常務会
9月23日（土） 第1回購買部調査研究会
10月 7日（土） 常務会、期末監査
10月 8日（日） 第1回理事会、第1回広報部会
10月18日（水） 常務会
11月 4日（土） 第45回通常総会・懇親会 

（セルリアンタワー東急ホテル）
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広
報
部
の
部
会
員
に
な
り
早
く
も
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
北
の
端
で
産
声

を
上
げ
た
と
同
時
に
こ
の
職
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
丁
度
、
人
間
で
い
え
ば
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始
め
る
く
ら
い
に
当
た
る
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
自
身
、
地
元
の
県
医
師
会
の
会
報
を
担
当
し
、
七
年
経
過
し
、
慣
れ
た
分

野
と
思
い
き
や
、
知
ら
ぬ
こ
と
や
初
め
て
の
事
を
沢
山
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

蒼
翠
号
に
掲
載
さ
れ
た
長
浜
城
然
り
、
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
と
も

に
、
既
に
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
と
は
違
う
知
識
を
沢
山
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
た
か
も
広
報
部
部
会
員
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
。

特
集
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
、
全
国
医
師
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
に
は
本
人
を
含
め

色
々
な
思
い
も
あ
り
、
是
非
医
師
協
同
組
合
の
枠
で
大
会
の
雰
囲
気
だ
け
で
も

味
わ
お
う
と
参
加
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
叶
わ
ず
、
大
会
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
で
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
想
像
す
る
だ
け
で
し
た
。

読
者
の
皆
さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
知
識
や
情
報
を
こ
の
J
M
C
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
得
て
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
広
報
部
部
会
員　

権　

昭
致
）

●
編
集
後
記

●
編
集
後
記
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	p25_ブロック便り_四国
	p26_生命保険販売促進キャンペーン表彰
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